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〔
規

則
〕

〇
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設

置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
（
原
子
力
規
制
委
八
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件
（
総
務
四
〇
〇
）

〔
人
事
異
動
〕

最
高
裁
判
所

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁犯

罪
被
害
財
産
支
給
手
続
開
始
決
定
関
係

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
独
立
行
政
法

人
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
公

示
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
工
事
一

部
完
了
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
、

特
定
空
家
等
の
除
去
命
令
、
農
業
協
同
組

合
法
第
六
十
四
条
の
二
の
届
出
、
押
収
物

還
付
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
八
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

山
中

伸
介





試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
令
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
十
六
条
の
六

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置

計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
六

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置

計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

使
用
済
燃
料
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
の
取
出
し
の
状
況

（
新
設
）

五
・
六

（
略
）

四
・
五

（
略
）

七

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

八
〜
十
四

（
略
）

六
〜
十
二

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

既
に
使
用
済
燃
料
を
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
七

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

（
削
る
）

九

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十

（
略
）

３

使
用
済
燃
料
が
炉
心
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
い
な
い
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
つ
い
て
法
第
四
十
三
条
の
三
の

二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
記
載
す
る
廃
止
措
置
計
画
に
、
同
項
第
四

号
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
使
用
済
燃
料
を
炉
心
か
ら
取
り
出
す
方
法
及
び
時
期
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

使
用
済
燃
料
が
炉
心
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
い
な
い
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
つ
い
て
法
第
四
十
三
条
の
三
の

二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
記
載
す
る
廃
止
措
置
計
画
に
、
同
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
使
用
済
燃
料
を
炉
心
か
ら
取
り
出
す
方
法
及
び
時
期
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

前
項
の
場
合
に
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
使
用
済
燃
料
を
炉
心
か
ら
取
り
出
す
工
程
に
関
す
る
説
明
書

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
場
合
に
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
資
料
に
代
え
て
、
使
用
済
燃
料
を

炉
心
か
ら
取
り
出
す
工
程
に
関
す
る
説
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
十
六
条
の
七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項

の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項

の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

五

（
略
）

五

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）
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（
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
令
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
六
条
の
三

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲

げ
る
核
燃
料
物
質
を
使
用
し
て
い
た
場
合
に
限
り
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
当
該
核
燃
料
物
質
の

使
用
を
し
て
い
た
場
合
を
除
き
、
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
三

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

核
燃
料
物
質
（
使
用
施
設
を
通
常
の
方
法
に
よ
り
操
作
し
た
後
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
滞
留
す
る
こ
と

と
な
る
核
燃
料
物
質
及
び
使
用
施
設
を
構
成
す
る
核
燃
料
物
質
を
除
く
。
第
六
条
の
五
第
一
号
に
お
い
て
同

じ
。）の
使
用
施
設
か
ら
の
取
出
し
の
状
況

（
新
設
）

四

使
用
施
設
に
お
け
る
核
燃
料
物
質
の
使
用
の
終
了

（
新
設
）

五
・
六

（
略
）

三
・
四

（
略
）

七

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

八
〜
十
四

（
略
）

五
〜
十
一

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

二
号
、
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
の
使
用

を
し
て
い
た
場
合
に
限
り
、
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る

核
燃
料
物
質
の
使
用
を
し
て
い
た
場
合
に
限
り
、
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
当
該
核
燃
料
物
質
の
使

用
を
し
て
い
た
場
合
を
除
き
、
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

一

既
に
核
燃
料
物
質
（
使
用
施
設
を
通
常
の
方
法
に
よ
り
操
作
し
た
後
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
滞
留
す
る

こ
と
と
な
る
核
燃
料
物
質
及
び
使
用
施
設
を
構
成
す
る
核
燃
料
物
質
を
除
く
。
第
六
条
の
五
第
一
号
に
お
い

て
同
じ
。）を
使
用
施
設
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

（
削
る
）

二

既
に
使
用
施
設
に
お
け
る
核
燃
料
物
質
の
使
用
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
七

（
略
）

三
〜
九

（
略
）

（
削
る
）

十

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十
一

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
六
条
の
三
の
二

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
三
の
二

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
同
条
第
二
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る

核
燃
料
物
質
の
使
用
を
し
て
い
た
場
合
に
限
り
、
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
令
第
四
十

一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
の
使
用
を
し
て
い
た
場
合
に
限
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
に

つ
い
て
は
当
該
核
燃
料
物
質
の
使
用
を
し
て
い
た
場
合
を
除
き
、
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
七
条
の
五
の
六

法
第
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力

規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
の
五
の
六

法
第
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力

規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

核
燃
料
物
質
（
製
錬
施
設
を
通
常
の
方
法
に
よ
り
操
作
し
た
後
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
滞
留
す
る
こ
と

と
な
る
核
燃
料
物
質
を
除
く
。）の
製
錬
施
設
か
ら
の
搬
出
の
状
況

（
新
設
）

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

六

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

七
〜
十
三

（
略
）

五
〜
十
一

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

既
に
核
燃
料
物
質
（
製
錬
施
設
を
通
常
の
方
法
に
よ
り
操
作
し
た
後
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
滞
留
す
る

こ
と
と
な
る
核
燃
料
物
質
を
除
く
。）を
製
錬
施
設
か
ら
搬
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
七

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

（
削
る
）

九

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
七
条
の
五
の
七

法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
の
五
の
七

法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



（
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
総
理
府
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
九
条
の
五

法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規

制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
の
五

法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規

制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

核
燃
料
物
質
（
加
工
設
備
本
体
を
通
常
の
方
法
に
よ
り
操
作
し
た
後
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
滞
留
す
る

こ
と
と
な
る
核
燃
料
物
質
を
除
く
。）の
加
工
設
備
本
体
か
ら
の
取
出
し
の
状
況

（
新
設
）

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

六

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

七
〜
十
三

（
略
）

五
〜
十
一

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

既
に
核
燃
料
物
質
（
加
工
設
備
本
体
を
通
常
の
方
法
に
よ
り
操
作
し
た
後
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
滞
留

す
る
こ
と
と
な
る
核
燃
料
物
質
を
除
く
。）を
加
工
設
備
本
体
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

資
料

一
〜
七

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

（
削
る
）

九

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
九
条
の
六

法
第
二
十
二
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
の
六

法
第
二
十
二
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
十
九
条
の
五

法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規

制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
の
五

法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規

制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

回
収
可
能
核
燃
料
物
質
の
再
処
理
設
備
本
体
か
ら
の
取
出
し
の
状
況

（
新
設
）

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

六

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

七
〜
十
三

（
略
）

五
〜
十
一

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

既
に
回
収
可
能
核
燃
料
物
質
を
再
処
理
設
備
本
体
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
七

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

（
削
る
）

九

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十

（
略
）

３

特
定
再
処
理
施
設
（
回
収
可
能
核
燃
料
物
質
を
再
処
理
設
備
本
体
か
ら
取
り
出
し
て
い
な
い
再
処
理
施
設
及

び
特
定
廃
液
を
廃
液
槽
に
保
管
廃
棄
し
て
い
る
再
処
理
施
設
を
い
う
。
第
十
九
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
つ
い
て
法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
記
載
す
る

廃
止
措
置
計
画
に
、
同
項
各
号
（
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
三
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
事

項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
定
再
処
理
施
設
（
回
収
可
能
核
燃
料
物
質
を
再
処
理
設
備
本
体
か
ら
取
り
出
し
て
い
な
い
再
処
理
施
設
及

び
特
定
廃
液
を
廃
液
槽
に
保
管
廃
棄
し
て
い
る
再
処
理
施
設
を
い
う
。
第
十
九
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
つ
い
て
法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
廃
止
措
置
計

画
に
、
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ

か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

特
定
廃
液
を
廃
液
槽
に
保
管
廃
棄
し
て
い
る
場
合

特
定
廃
液
の
固
型
化
そ
の
他
の
処
理
の
工
程
に
関
す

る
説
明
書

二

特
定
廃
液
を
廃
液
槽
に
保
管
廃
棄
し
て
い
る
場
合

特
定
廃
液
の
固
型
化
そ
の
他
の
処
理
の
工
程
に
関
す

る
説
明
書
及
び
回
収
可
能
核
燃
料
物
質
を
再
処
理
設
備
本
体
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
二

項
第
一
号
の
資
料

５

（
略
）

５

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
十
九
条
の
六

法
第
五
十
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
の
六

法
第
五
十
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



（
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
百
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措

置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措

置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

使
用
済
燃
料
の
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
の
取
出
し
の
状
況

（
新
設
）

五
・
六

（
略
）

四
・
五

（
略
）

七

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

八
〜
十
四

（
略
）

六
〜
十
二

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

既
に
使
用
済
燃
料
を
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
七

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

（
削
る
）

九

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
百
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

五

（
略
）

五

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
運
輸
省
令
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
三
十
二
条
の
六

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措

置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
の
六

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措

置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

七
〜
十
三

（
略
）

六
〜
十
二

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

（
削
る
）

八

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

九

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
三
十
二
条
の
七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
の
七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

五

（
略
）

五

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
総
理
府
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
二
条
の
七

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を

原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
の
七

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を

原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

全
て
の
坑
道
の
閉
鎖
の
状
況

（
新
設
）

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

六

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

七
〜
十
一

（
略
）

五
〜
九

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

全
て
の
坑
道
の
閉
鎖
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
八

（
略
）

二
〜
九

（
略
）

（
削
る
）

十

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

九
・
十

（
略
）

十
一
・
十
二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
二
条
の
八

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
の
八

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
前
条
第
二
項
各

号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
総
理
府
令
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
三
十
五
条
の
六

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
（
廃
棄
物
管
理
事
業
者
に
限
る
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定

め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
五
条
の
六

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
（
廃
棄
物
管
理
事
業
者
に
限
る
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定

め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

そ
の
管
理
に
係
る
固
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
又
は
そ
の
処
理
に
係
る
液
体
状
若
し
く
は
固
体
状
の
核
燃
料

物
質
等
の
廃
棄
物
管
理
施
設
か
ら
の
搬
出
の
状
況

（
新
設
）

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

六

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

七
〜
十
二

（
略
）

五
〜
十

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

既
に
そ
の
管
理
に
係
る
固
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
又
は
そ
の
処
理
に
係
る
液
体
状
若
し
く
は
固
体
状
の
核

燃
料
物
質
等
を
廃
棄
物
管
理
施
設
か
ら
搬
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
七

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

（
削
る
）

九

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
三
十
五
条
の
七

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
廃
棄
物
管
理
事
業
者
に
限
る
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
五
条
の
七

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
廃
棄
物
管
理
事
業
者
に
限
る
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
四
十
三
条
の
三
の
五

法
第
四
十
三
条
の
二
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請

書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条
の
三
の
五

法
第
四
十
三
条
の
二
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請

書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

使
用
済
燃
料
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
か
ら
の
搬
出
の
状
況

（
新
設
）

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

六

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

七
〜
十
二

（
略
）

五
〜
十

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

既
に
使
用
済
燃
料
を
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
か
ら
搬
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
七

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

（
削
る
）

九

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
四
十
三
条
の
四

法
第
四
十
三
条
の
二
十
七
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条
の
四

法
第
四
十
三
条
の
二
十
七
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



（
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
百
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画

を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画

を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

燃
料
体
の
炉
心
等
か
ら
の
取
出
し
の
状
況

（
新
設
）

五
・
六

（
略
）

四
・
五

（
略
）

七

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

八
〜
十
四

（
略
）

六
〜
十
二

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

既
に
燃
料
体
が
炉
心
等
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
七

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

（
削
る
）

九

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十

（
略
）

３

特
定
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
（
燃
料
体
が
炉
心
等
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
い
な
い
令
第
一
条
第
一
号
に

掲
げ
る
発
電
用
原
子
炉
を
い
う
。
第
百
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三

十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
記
載
す
る
廃
止
措
置
計
画
に
、
同
項
第

四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
燃
料
体
を
炉
心
等
か
ら
取
り
出
す
方
法
及
び
時
期
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

特
定
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
（
燃
料
体
が
炉
心
等
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
い
な
い
令
第
一
条
第
一
号
に

掲
げ
る
発
電
用
原
子
炉
を
い
う
。
第
百
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三

十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
記
載
す
る
廃
止
措
置
計
画
に
、
同
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
燃
料
体
を
炉
心
等
か
ら
取
り
出
す
方
法
及
び
時
期
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

前
項
の
場
合
に
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
燃
料
体
を
炉
心
等
か
ら
取
り
出
す
工
程
に
関
す
る
説
明
書
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
場
合
に
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
に
代
え
て
、
燃
料

体
を
炉
心
等
か
ら
取
り
出
す
工
程
に
関
す
る
説
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
百
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三

項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

五

（
略
）

五

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な

る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
七
十
九
条

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
（
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
事
業
者
に
限
る
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を

定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
九
条

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
（
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
事
業
者
に
限
る
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を

定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

全
て
の
坑
道
の
閉
鎖
の
状
況

（
新
設
）

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

六

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理

（
新
設
）

七
〜
十
二

（
略
）

五
〜
十

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

全
て
の
坑
道
の
閉
鎖
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

一
〜
七

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

（
削
る
）

九

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

十

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
八
十
条

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
事
業
者
に
限
る
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
条

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
事
業
者
に
限
る
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
う
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
さ
れ
た
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
八
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
、
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
若
し
く
は
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
六
第
三
項
、
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
、
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
又
は
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認
可
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
則
の
施
行
の

際
、
認
可
を
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
認
可
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。





そ

の

他

告

示

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
政
党政

治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

公
明
党

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

三
、
二
九

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

公
明
党
北
多
摩

総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
小
平
市
美
園
町

二

九

二

東
京
都
西
東
京
市
田
無

町
六

三

八

公
明
党
衆
議
院

比
例
区
北
関
東

第
５
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
前
地
一

九

一

五

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北

区
大
成
町
四

八
一

公
明
党
参
議
院

埼
玉
選
挙
区
第

１
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
前
地
一

九

一

五

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北

区
大
成
町
四

八
一

公
明
党
参
議
院

比
例
区
第
４
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区

常
盤
町
一
三
九

一
八

静
岡
県
浜
松
市
中
区
常

盤
町
一
三
九

一
八

公
明
党
葵
総
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
平

和
二

二
四

一
四

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
城

北
二

九

五

公
明
党
伊
豆
東

総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

静
岡
県
伊
東
市
富
戸
一

〇
〇
三

静
岡
県
伊
東
市
湯
川

二

二

三

公
明
党
浜
松
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区

米
津
町
一
六
一
五

一

静
岡
県
浜
松
市
南
区
米

津
町
一
六
一
五

一

公
明
党
遠
州
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

静
岡
県
磐
田
市
鎌
田
二

〇
一
七

静
岡
県
磐
田
市
中
泉
三

〇
一
二

一
〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

七
、
二
三

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

公
明
党
茨
城
第

五
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

茨
城
県
取
手
市
新
町

四

一
〇

二
四

茨
城
県
取
手
市
新
町

六

一
〇

一
四

公
明
党
習
志
野

総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

千
葉
県
八
千
代
市
勝
田

台
二

二
六

一
一

千
葉
県
習
志
野
市
津
田

沼
五

一
三

四

公
明
党
衆
議
院

小
選
挙
区
北
海

道
第
10
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

北
海
道
岩
見
沢
市
大
和

三
条
四

一
四

七

北
海
道
岩
見
沢
市
四
条

西
二

四

二

公
明
党
神
奈
川

県
本
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区

山
下
町
二
五
二

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区

山
下
町
七
四

一

公
明
党
東
高
知

総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

高
知
県
南
国
市
日
吉
町

二

二

三

高
知
県
香
美
市
土
佐
山

田
町
西
本
町
一

五

一

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
〇
、

二

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

公
明
党
奈
良
第

２
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

奈
良
県
香
芝
市
真
美
ケ

丘
三

一
九

二
七

奈
良
県
香
芝
市
真
美
ケ

丘
七

一
〇

一
一

国
民
民
主
党

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
一
〇

一
〇
九

六
、

四
、

八

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

国
民
民
主
党
福

岡
県
第
４
区
総

支
部

福
岡
県
古
賀
市
新
久
保

一

一
八

一

福
岡
県
第
四
区

〇

国
民
民
主
党
東

京
都
板
橋
区
支

部

東
京
都
板
橋
区
宮
本
町

二
四

一
三

一
〇
二

東
京
都
板
橋
区

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

国
民
民
主
党
東
京
都
第
15
区
総
支
部

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

四
、

八

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

国
民
民
主
党
参

議
院
比
例
区
第

14
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
港
区
海
岸
一

四

二
六

東
京
都
港
区
芝
公
園

二

四

一

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
一
三

一
一
〇

六
、

五
、
二
四

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

国
民
民
主
党
富

山
県
第
３
区
総

支
部

富
山
県
射
水
市
南
太
閤

山
一
一

六
一

富
山
県
第
三
区

〇

国
民
民
主
党
山

口
県
第
１
区
総

支
部

山
口
県
山
口
市
平
井
一

三
一
一

一
五

山
口
県
第
一
区

〇

国
民
民
主
党
大

阪
府
第
８
区
総

支
部

大
阪
府
大
阪
市
北
区
南

扇
町
一

一
四

大
阪
府
第
八
区

〇

国
民
民
主
党
石

川
県
第
１
区
総

支
部

石
川
県
金
沢
市
古
府

一

七
七

石
川
県
第
一
区

〇

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
政
治
資
金
規
正
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
七
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之
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（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

国
民
民
主
党
東
京
都
第
24
区
総
支
部

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

五
、
二
四

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

国
民
民
主
党
東

京
都
第
３
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
品
川
区
西
五
反

田
八

二

一
二

東
京
都
品
川
区
大
井

三

四

一

国
民
民
主
党
埼

玉
県
第
４
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

埼
玉
県
新
座
市
東
北

二

一

一
二

埼
玉
県
和
光
市
新
倉

一

四

九
四

国
民
民
主
党
兵

庫
県
第
３
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

兵
庫
県
神
戸
市
垂
水
区

川
原
二

一

一
六

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

中
山
手
通
四

一
七

二

国
民
民
主
党
長

野
県
総
支
部
連

合
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

長
野
県
安
曇
野
市
豊
科

田
沢
四
五
七
四

一

長
野
県
長
野
市
栗
田
二

〇
〇
九

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
一
六

一
一
三

六
、

六
、
二
一

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

国
民
民
主
党
東

京
都
第
４
区
総

支
部

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田

鶴
巻
町
五
七
一

一

東
京
都
第
四
区

〇

国
民
民
主
党
東

京
都
第
20
区
総

支
部

東
京
都
東
村
山
市
栄
町

二

二
〇

一
〇

東
京
都
第
二
十
区

〇

国
民
民
主
党
東

京
都
第
14
区
総

支
部

東
京
都
千
代
田
区
隼
町

三

一
九

東
京
都
第
十
四
区

〇

国
民
民
主
党
東

京
都
第
13
区
総

支
部

東
京
都
足
立
区
梅
島

一

一
三

六

東
京
都
第
十
三
区

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

国
民
民
主
党
愛
知
県
参
議
院
選
挙
区
第
３
総
支
部

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

六
、
二
一

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

国
民
民
主
党
山

口
県
第
１
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

山
口
県
山
口
市
朝
田
一

六
八
一

山
口
県
山
口
市
平
井
一

三
一
一

一
五

国
民
民
主
党
東

京
都
第
４
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
大
田
区
蒲
田

五

四
六

一
〇

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田

鶴
巻
町
五
七
一

一

国
民
民
主
党
千

葉
県
第
７
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

千
葉
県
流
山
市
西
初
石

三

九
六

千
葉
県
流
山
市
お
お
た

か
の
森
北
一

八

一

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
一
七

一
一
六

六
、

七
、
三
〇

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

国
民
民
主
党
神

奈
川
県
第
18
区

総
支
部

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚

区
戸
塚
町
二
〇
〇

四

神
奈
川
県
第
十
八
区

〇

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
一
九

一
一
七

六
、

九
、
二
六

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

国
民
民
主
党
東

京
都
24
区
総
支

部

東
京
都
八
王
子
市
散
田

町
三

一
五

二
二

東
京
都
第
二
十
四
区

〇

国
民
民
主
党
長

崎
県
参
議
院
選

挙
区
第
１
総
支

部

長
崎
県
長
崎
市
平
和
町

四

二
〇

長
崎
県

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

九
、
二
六

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

国
民
民
主
党
埼

玉
県
第
13
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

埼
玉
県
久
喜
市
久
喜
中

央
一

八

一
五

埼
玉
県
幸
手
市
上
高
野

三
〇
三
七

国
民
民
主
党
東

京
都
第
14
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
江
戸
川
区
西
小

岩
二

二
〇

五

東
京
都
千
代
田
区
隼
町

三

一
九

国
民
民
主
党
神

奈
川
県
第
18
区

総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原

区
宮
内
一

八

五

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚

区
戸
塚
町
二
〇
〇

四

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
二
〇

一
一
九

六
、
一
一
、

八

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

国
民
民
主
党
神

奈
川
県
参
議
院

選
挙
区
第
１
総

支
部

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚

区
戸
塚
町
二
〇
〇

四

神
奈
川
県

〇

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
二
一

一
二
〇

六
、
一
二
、

五

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

国
民
民
主
党
北

海
道
衆
議
院
比

例
区
第
１
総
支

部

北
海
道
札
幌
市
中
央
区

北
五
条
西
六

北
海
道

〇
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異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
二
、

五

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

国
民
民
主
党
石

川
県
第
１
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

石
川
県
金
沢
市
長
町

二

七

一
三

石
川
県
金
沢
市
古
府

一

七
七

国
民
民
主
党
山

形
県
第
２
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

山
形
県
村
山
市
楯
岡
新

町
一

一
一

六

山
形
県
山
形
市
十
日
町

二

二

五
一

社
会
民
主
党

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

四
、
一
八

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

社
会
民
主
党
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

滋
賀
県
大
津
市
湖
城
が

丘
四
二

一
二

滋
賀
県
大
津
市
梅
林

一

四

一
五

社
会
民
主
党
大

阪
府
第
７
区
支

部
連
合

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
吹
田
市
岸
部
南

二

一
九

九

大
阪
府
吹
田
市
末
広
町

一
二

一
七

社
会
民
主
党
佐

賀
県
連
合

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

佐
賀
県
鳥
栖
市
土
井
町

二
三
五

六

佐
賀
県
鳥
栖
市
古
賀
町

三
七
二

四

社
会
民
主
党
栃

木
県
第
二
区
支

部
連
合

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

栃
木
県
鹿
沼
市
上
野
町

二
四
一

栃
木
県
日
光
市
本
町

七

一
一

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
六
一

一
六
二

六
、

六
、
一
八

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

社
会
民
主
党
岡
山
県
第
四
区
支
部
連
合

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
五
九

一
六
一

六
、
一
一
、
二
〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

社
会
民
主
党
愛
媛
県
第
２
区
支
部
連
合

社
会
民
主
党
愛
媛
県
第
４
区
支
部
連
合

自
由
民
主
党
本
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
八
四
五

七
八
二
七

六
、

三
、
一
九

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
北

海
道
医
療
会
支

部

北
海
道
札
幌
市
中
央
区

大
通
西
六

六

北
海
道

〇

自
由
民
主
党
青

森
県
八
戸
市
第

三
支
部

青
森
県
八
戸
市
一
番
町

一

一

八

青
森
県
八
戸
市

〇

自
由
民
主
党
岩

手
県
盛
岡
市
第

五
支
部

岩
手
県
盛
岡
市
本
宮

二

二
三

八

岩
手
県
盛
岡
市

〇

自
由
民
主
党
秋

田
県
第
二
選
挙

区
支
部

秋
田
県
大
館
市
御
成
町

一

一
二

二
七

秋
田
県
第
二
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
福

島
県
双
葉
郡
第

二
支
部

福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町

大
字
権
現
堂
字
御
殿
南

二
四

一

福
島
県
双
葉
郡

〇

自
由
民
主
党
千

葉
県
第
九
選
挙

区
支
部

千
葉
県
佐
倉
市
ユ
ー
カ

リ
が
丘
一

一

一

千
葉
県
第
九
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
千

葉
県
千
葉
市
美

浜
区
第
十
一
支

部

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区

幸
町
一

一
八

七

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区

〇

自
由
民
主
党
新

潟
県
燕
市
西
蒲

原
郡
第
一
支
部

新
潟
県
燕
市
小
古
津
新

一
五
九
七

新
潟
県
燕
市
及
び
西
蒲

原
郡
弥
彦
村

〇

自
由
民
主
党
新

潟
県
新
潟
市
中

央
区
第
五
支
部

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区

米
山
五

一
四

一
一

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区

〇

自
由
民
主
党
富

山
県
富
山
市
第

二
十
七
支
部

富
山
県
富
山
市
笹
津
四

〇
四

富
山
県
富
山
市

〇

自
由
民
主
党
石

川
県
金
沢
市
第

四
十
支
部

石
川
県
金
沢
市
高
尾
南

三

二

一

石
川
県
金
沢
市

〇

自
由
民
主
党
石

川
県
金
沢
市
第

四
十
一
支
部

石
川
県
金
沢
市
諸
江
町

上
丁
二
〇
六

九

石
川
県
金
沢
市

〇

自
由
民
主
党
福

井
県
あ
わ
ら
市

第
一
支
部

福
井
県
あ
わ
ら
市
春
宮

三

一
九

一
五

福
井
県
あ
わ
ら
市

〇

自
由
民
主
党
福

井
県
福
井
市
第

九
支
部

福
井
県
福
井
市
安
保
町

八

二
一

福
井
県
福
井
市

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
南
巨
摩
郡

第
一
支
部

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部

町
福
士
二
六
四
三

一

一

山
梨
県
南
巨
摩
郡

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
富
士
吉
田

市
第
一
支
部

山
梨
県
富
士
吉
田
市
下

吉
田
二

二
五

八

山
梨
県
富
士
吉
田
市

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
中
巨
摩
郡

第
一
支
部

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和

町
西
条
九
二
〇

七

山
梨
県
中
巨
摩
郡

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
笛
吹
市
第

二
支
部

山
梨
県
笛
吹
市
御
坂
町

夏
目
原
五
六
二

山
梨
県
笛
吹
市

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
富
士
吉
田

市
第
二
支
部

山
梨
県
富
士
吉
田
市
新

倉
二
七
一
七

七

山
梨
県
富
士
吉
田
市

〇

自
由
民
主
党
長

野
県
上
伊
那
郡

第
一
支
部

長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野

町
大
字
伊
那
富
三
八
一

七

二

長
野
県
上
伊
那
郡

〇

自
由
民
主
党
岐

阜
県
高
山
市
第

二
支
部

岐
阜
県
高
山
市
岡
本
町

四

四
五
〇

岐
阜
県
高
山
市
・
白
川

村

〇

自
由
民
主
党
岐

阜
県
羽
島
市
第

十
一
支
部

岐
阜
県
羽
島
市
正
木
町

森
四

二
一

四

岐
阜
県
羽
島
市

〇
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自
由
民
主
党
岐

阜
県
山
県
市
第

一
支
部

岐
阜
県
山
県
市
東
深
瀬

八
四
六

一

岐
阜
県
山
県
市

〇

自
由
民
主
党
静

岡
県
牧
之
原

市
・
吉
田
町
第

一
支
部

静
岡
県
牧
之
原
市
静
波

二
三
六
一

静
岡
県
牧
之
原
市
・
榛

原
郡
吉
田
町

〇

自
由
民
主
党
静

岡
県
菊
川
市
第

二
支
部

静
岡
県
菊
川
市
赤
土
一

三
四
六

一

静
岡
県
菊
川
市

〇

自
由
民
主
党
静

岡
県
長
泉
町
第

一
支
部

静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町

下
土
狩
四
五
二

四

静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町

〇

自
由
民
主
党
愛

知
県
犬
山
市
第

一
支
部

愛
知
県
犬
山
市
大
字
五

郎
丸
字
万
願
寺
六

愛
知
県
犬
山
市

〇

自
由
民
主
党
愛

知
県
み
よ
し
市

第
一
支
部

愛
知
県
み
よ
し
市
三
好

町
湯
ノ
前
一
〇
三

愛
知
県
み
よ
し
市

〇

自
由
民
主
党
三

重
県
津
市
第
五

支
部

三
重
県
津
市
久
居
野
村

町
八
七
四

二
八

三
重
県
津
市

〇

自
由
民
主
党
愛

荘
中
央
支
部

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町

愛
知
川
四
〇

三

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町

〇

自
由
民
主
党
大

阪
府
枚
方
市
第

五
支
部

大
阪
府
枚
方
市
香
里
ヶ

丘
九

七

六
七

大
阪
府
枚
方
市

〇

自
由
民
主
党
大

阪
府
大
阪
市
東

住
吉
区
第
一
支

部

大
阪
府
大
阪
市
東
住
吉

区
田
辺
五

四

三

大
阪
府
大
阪
市
東
住
吉

区

〇

自
由
民
主
党
大

阪
府
介
護
・
障

害
福
祉
事
業
者

支
部

大
阪
府
大
阪
市
生
野
区

巽
東
二

一
八

一

大
阪
府

〇

自
由
民
主
党
岡

山
県
西
部
第
一

支
部

岡
山
県
笠
岡
市
笠
岡
一

八
六
三

一

岡
山
県
笠
岡
市

〇

自
由
民
主
党
岡

山
県
備
前
市
・

和
気
郡
第
二
支

部

岡
山
県
備
前
市
新
庄
一

五
〇
二

岡
山
県
備
前
市
・
和
気

郡

〇

自
由
民
主
党
岡

山
県
日
鳶
連
支

部

岡
山
県
倉
敷
市
帯
高
一

七
一

岡
山
県

〇

自
由
民
主
党
山

口
県
下
関
市
第

九
支
部

山
口
県
下
関
市
菊
川
町

大
字
日
新
二
三
五

山
口
県
下
関
市

〇

自
由
民
主
党
山

口
県
宇
部
市
第

三
支
部

山
口
県
宇
部
市
床
波

五

一
〇

一

山
口
県
宇
部
市

〇

自
由
民
主
党
山

口
県
山
口
市
第

五
支
部

山
口
県
山
口
市
小
郡
大

江
町
四

二
九

山
口
県
山
口
市

〇

自
由
民
主
党
山

口
県
岩
国
市
第

一
支
部

山
口
県
岩
国
市
由
宇
町

南
沖
三

三

一
三

山
口
県
岩
国
市
・
玖
珂

郡
和
木
町

〇

自
由
民
主
党
山

口
県
山
陽
小
野

田
市
第
一
支
部

山
口
県
山
陽
小
野
田
市

く
し
山
一

一

一
二

山
口
県
山
陽
小
野
田
市

〇

自
由
民
主
党
愛

媛
県
四
国
中
央

市
第
五
支
部

愛
媛
県
四
国
中
央
市
川

滝
町
下
山
九
七
〇

愛
媛
県
四
国
中
央
市

〇

自
由
民
主
党
福

岡
県
第
十
選
挙

区
支
部

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉

南
区
城
野
四

一

三

〇

福
岡
県
第
十
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
長

崎
県
西
彼
杵
郡

第
一
支
部

長
崎
県
西
彼
杵
郡
時
津

町
浦
郷
三
〇
一

一
九

長
崎
県
西
彼
杵
郡

〇

自
由
民
主
党
熊

本
県
熊
本
市
第

五
十
一
支
部

熊
本
県
熊
本
市
東
区
小

山
五

二

一
五

熊
本
県
熊
本
市
東
区

〇

自
由
民
主
党
熊

本
県
菊
池
郡
第

八
支
部

熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町

大
津
一
〇
九
五

熊
本
県
菊
池
郡
（
菊
陽

町
・
大
津
町
）

〇

自
由
民
主
党
大

分
県
竹
田
市
第

三
支
部

大
分
県
竹
田
市
大
字

会
々
一
八
六
一

三
〇

大
分
県
竹
田
市

〇

自
由
民
主
党
宮

崎
県
小
林
市
第

一
支
部

宮
崎
県
小
林
市
南
西
方

五
七
〇
六

一
〇

宮
崎
県
小
林
市
・
西
諸

県
郡

〇

自
由
民
主
党
宮

崎
県
宮
崎
市
第

八
支
部

宮
崎
県
宮
崎
市
月
見
ヶ

丘
一

二
〇

四

宮
崎
県
宮
崎
市

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
北
海
道
胆
振
総
合
振
興
局
第
一
支
部

自
由
民
主
党
北
海
道
釧
路
市
第
三
支
部

自
由
民
主
党
北
海
道
医
療
会
支
部

自
由
民
主
党
山
形
県
東
根
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
大
田
区
第
二
十
九
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
大
田
区
第
五
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
大
田
区
第
三
十
九
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
江
戸
川
区
第
四
十
三
支
部

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
新
潟
県
見
附
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
石
川
県
羽
昨
郡
北
部
第
二
支
部

自
由
民
主
党
福
井
県
福
井
市
第
五
支
部

自
由
民
主
党
岐
阜
県
不
破
郡
第
一
支
部

自
由
民
主
党
愛
知
県
犬
山
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
大
阪
府
大
阪
市
東
住
吉
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
第
二
支
部

自
由
民
主
党
大
阪
府
第
十
一
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
鳥
取
県
八
頭
郡
第
二
支
部

自
由
民
主
党
鳥
取
県
米
子
市
第
五
支
部

自
由
民
主
党
鳥
取
県
鳥
取
市
第
七
支
部

自
由
民
主
党
鳥
取
県
鳥
取
市
第
八
支
部
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自
由
民
主
党
鳥
取
光
和
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
西
部
第
一
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
備
前
市
・
和
気
郡
第
一
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
津
山
市
・
苫
田
郡
・
勝
田
郡
第
四
支
部

自
由
民
主
党
香
川
県
高
松
市
選
挙
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
香
川
県
高
松
市
選
挙
区
第
八
支
部

自
由
民
主
党
愛
媛
県
自
動
車
整
備
支
部

自
由
民
主
党
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
長
崎
県
大
村
市
第
六
支
部

自
由
民
主
党
大
分
県
豊
後
高
田
市
第
一
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
八
二
六

七
八
四
五

六
、

三
、
一
九

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
北

海
道
苫
小
牧
市

第
一
支
部

北
海
道
苫
小
牧
市
新
富

町
二

三

二
〇

北
海
道
苫
小
牧
市

〇

自
由
民
主
党
興

部
支
部

北
海
道
紋
別
郡
興
部
町

字
沙
留
一
四
三

一

北
海
道
紋
別
郡
興
部
町

〇

自
由
民
主
党
茨

城
県
小
美
玉
市

第
三
支
部

茨
城
県
小
美
玉
市
中
台

一
六
四

二

茨
城
県
小
美
玉
市

〇

自
由
民
主
党
石

川
県
能
美
市
能

美
郡
第
三
支
部

石
川
県
能
美
市
大
長
野

町
イ
一
六
七

石
川
県
能
美
市
・
能
美

郡

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
南
都
留
郡

第
二
支
部

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
船
津
三
四
四

八

山
梨
県
南
都
留
郡

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
甲
州
市
第

一
支
部

山
梨
県
甲
州
市
塩
山
上

於
曽
一
九
四
一

山
梨
県
甲
州
市

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
山
梨
市
第

一
支
部

山
梨
県
山
梨
市
市
川
八

二
五

一

山
梨
県
山
梨
市

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
甲
府
市
第

五
支
部

山
梨
県
甲
府
市
和
戸
町

一
二
一
八

山
梨
県
甲
府
市

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
美
容
政
治

連
盟
支
部

山
梨
県
甲
府
市
緑
が
丘

二

一
三

三
六

山
梨
県

〇

自
由
民
主
党
兵

庫
県
遊
技
産
業

支
部

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

北
長
狭
通
五

三

一

一

兵
庫
県

〇

自
由
民
主
党
鳥

取
県
鳥
取
市
第

三
支
部

鳥
取
県
鳥
取
市
河
原
町

長
瀬
四
五

一
六

鳥
取
県
鳥
取
市

〇

自
由
民
主
党
長

崎
県
長
崎
市
第

七
支
部

長
崎
県
長
崎
市
江
戸
町

一

一
五

長
崎
県
長
崎
市

〇

自
由
民
主
党
熊

本
県
熊
本
市
第

五
十
三
支
部

熊
本
県
熊
本
市
東
区
京

塚
本
町
三

一

熊
本
県
熊
本
市（
北
区
、

東
区
、
中
央
区
）

〇

自
由
民
主
党
沖

縄
県
う
る
ま
市

区
第
二
支
部

沖
縄
県
う
る
ま
市
喜
仲

一

三

二
二

沖
縄
県
う
る
ま
市

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
興
部
支
部

自
由
民
主
党
青
森
県
遺
族
会
支
部

自
由
民
主
党
山
形
県
新
庄
市
第
二
支
部

自
由
民
主
党
山
形
県
鶴
岡
市
第
七
支
部

自
由
民
主
党
栃
木
県
下
野
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
群
馬
県
吾
妻
郡
第
三
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
足
立
区
第
３
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
三
鷹
市
第
２
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
東
久
留
米
市
第
二
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
新
宿
区
第
二
十
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
一
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
八
王
子
市
第
十
三
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
練
馬
区
第
五
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
渋
谷
区
第
三
十
三
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
品
川
区
第
三
十
一
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
港
区
第
三
十
二
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
千
代
田
区
第
十
二
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
八
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
北
区
第
十
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
渋
谷
区
第
二
十
七
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
江
東
区
第
十
七
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
中
野
区
第
二
十
五
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
中
央
区
第
十
四
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
中
野
区
第
十
五
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
中
央
区
第
三
十
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
渋
谷
区
第
十
五
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
渋
谷
区
第
二
十
九
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
江
戸
川
区
第
四
十
一
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
二
十
三
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
三
十
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
葛
飾
区
第
三
十
五
支
部

自
由
民
主
党
清
水
支
部

自
由
民
主
党
長
野
県
松
本
市
・
東
筑
摩
郡
第
二
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
八
一
二

七
八
二
六

六
、

四
、
一
〇

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
北

海
道
上
川
総
合

振
興
局
第
二
支

部

北
海
道
富
良
野
市
若
松

町
八

一
〇

上
川
総
合
振
興
局
管
内

〇
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自
由
民
主
党
北

海
道
遊
技
産
業

支
部

北
海
道
札
幌
市
中
央
区

北
五
条
西
六

二

二

北
海
道

〇

自
由
民
主
党
牧

支
部

新
潟
県
上
越
市
牧
区
棚

広
一
七
八
八

新
潟
県
上
越
市

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
笛
吹
市
第

一
支
部

山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町

市
部
一
一
〇
九

一
〇

山
梨
県
笛
吹
市

〇

自
由
民
主
党
山

梨
県
甲
府
市
第

六
支
部

山
梨
県
甲
府
市
朝
気

三

一
九

五

山
梨
県
甲
府
市

〇

自
由
民
主
党
東

御
市
支
部

長
野
県
東
御
市
和
八
六

五
五

長
野
県
東
御
市

〇

自
由
民
主
党
大

阪
府
遊
技
産
業

支
部

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区

谷
町
五

四

一
一

大
阪
府

〇

自
由
民
主
党
奈

良
県
遊
技
産
業

支
部

奈
良
県
大
和
郡
山
市
筒

井
町
七
二
八

一

奈
良
県

〇

自
由
民
主
党
鳥

取
県
東
伯
郡
第

一
支
部

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜

町
田
後
八
五
八

鳥
取
県
東
伯
郡

〇

自
由
民
主
党
島

根
県
第
一
選
挙

区
支
部

島
根
県
松
江
市
堂
形
町

八
八
一

島
根
県
第
一
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
福

岡
県
福
岡
市
東

区
第
四
支
部

福
岡
県
福
岡
市
東
区
箱

崎
三

一
三

一
五

福
岡
県
福
岡
市
東
区

〇

自
由
民
主
党
大

分
県
遊
技
産
業

支
部

大
分
県
大
分
市
碩
田
町

二

二

三
〇

大
分
県

〇

自
由
民
主
党
鹿

児
島
県
奄
美
市

区
第
一
支
部

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬

井
根
町
四

二
七

鹿
児
島
県
奄
美
市
区

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
北
海
道
苫
小
牧
市
第
三
支
部

自
由
民
主
党
秋
田
県
大
館
市
第
三
支
部

自
由
民
主
党
鉾
田
東
支
部

自
由
民
主
党
栃
木
県
河
内
郡
南
部
第
一
支
部

自
由
民
主
党
栃
木
県
佐
野
市
第
四
支
部

自
由
民
主
党
栃
木
県
栄
養
士
連
盟
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
墨
田
区
第
二
十
一
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
練
馬
区
第
三
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
練
馬
区
第
十
四
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
港
区
第
九
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
江
戸
川
区
第
二
十
四
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
港
区
第
四
十
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
江
東
区
第
二
十
四
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
千
代
田
区
第
十
九
支
部

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
第
十
支
部

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
第
二
支
部

自
由
民
主
党
東
御
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
七
九
四

七
八
一
二

六
、

五
、
三
〇

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
北

海
道
北
広
島
市

第
一
支
部

北
海
道
北
広
島
市
美
咲

き
野
二

三

三

北
海
道
北
広
島
市

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
荒
川
区
第

十
九
支
部

東
京
都
荒
川
区
町
屋

三

一
四

一

東
京
都
荒
川
区

〇

自
由
民
主
党
香

川
県
日
鳶
連
支

部

香
川
県
丸
亀
市
飯
野
町

西
分
甲
五
〇
五

一

香
川
県

〇

自
由
民
主
党
沖

縄
県
中
頭
郡
区

第
二
支
部

沖
縄
県
中
頭
郡
西
原
町

字
与
那
城
三
三
二

四

沖
縄
県
中
頭
郡

〇

自
由
民
主
党
沖

縄
県
う
る
ま
市

区
第
四
支
部

沖
縄
県
う
る
ま
市
与
那

城
西
原
九
九
四

沖
縄
県
う
る
ま
市

〇

自
由
民
主
党
沖

縄
県
島
尻
・
南

城
市
区
第
三
支

部

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原

町
字
板
良
敷
四
七
九

一

沖
縄
県
島
尻
・
南
城
市

区

〇

自
由
民
主
党
沖

縄
県
名
護
市
区

第
二
支
部

沖
縄
県
名
護
市
大
西

一

二
〇

一

沖
縄
県
名
護
市

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
北
海
道
札
幌
市
中
央
区
第
四
支
部

自
由
民
主
党
宮
城
県
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
支
部

自
由
民
主
党
秋
田
県
介
護
家
政
事
業
支
部

自
由
民
主
党
群
馬
県
衆
議
院
比
例
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
足
立
区
第
十
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
千
代
田
区
第
十
四
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
江
東
区
第
十
八
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
目
黒
区
第
二
十
六
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
足
立
区
第
十
二
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
江
東
区
第
三
十
二
支
部

自
由
民
主
党
三
重
県
い
な
べ
市
・
員
弁
郡
第
一
支
部

自
由
民
主
党
三
重
県
伊
勢
市
第
二
支
部

自
由
民
主
党
大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
第
二
支
部

自
由
民
主
党
大
阪
府
東
大
阪
市
第
十
三
支
部

自
由
民
主
党
21
世
紀
創
生
会

自
由
民
主
党
鳥
取
県
鳥
取
市
第
九
支
部

自
由
民
主
党
島
根
県
第
一
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
大
分
県
日
田
市
第
二
支
部

自
由
民
主
党
宮
崎
県
宮
崎
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
鹿
児
島
県
奄
美
市
区
第
一
支
部
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自
由
民
主
党
東
京
都
江
東
区
第
三
十
七
支
部

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生
区
第
四
支
部

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
第
六
支
部

自
由
民
主
党
富
山
県
富
山
市
第
十
九
支
部

自
由
民
主
党
富
山
県
富
山
市
第
十
四
支
部

自
由
民
主
党
長
野
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
支
部

自
由
民
主
党
京
都
府
京
都
市
右
京
区
第
五
支
部

自
由
民
主
党
京
都
府
京
都
市
伏
見
区
第
二
支
部

自
由
民
主
党
宍
粟
市
支
部

自
由
民
主
党
愛
媛
県
衆
議
院
支
部

自
由
民
主
党
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
東
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
第
二
支
部

自
由
民
主
党
福
岡
県
福
岡
市
南
区
第
四
支
部

自
由
民
主
党
長
崎
県
衆
議
院
比
例
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
小
値
賀
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
七
八
五

七
七
九
四

六
、

六
、
一
三

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
秋

田
県
由
利
本
荘

市
第
一
支
部

秋
田
県
由
利
本
荘
市
上

大
野
八
五

一

秋
田
県
由
利
本
荘
市

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
府
中
市
第

四
支
部

東
京
都
府
中
市
宮
町

二

一

一
五

東
京
都
府
中
市

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
足
立
区
第

二
十
二
支
部

東
京
都
足
立
区
梅
島

二

一
一

一
一

東
京
都
足
立
区

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
目
黒
区
第

十
四
支
部

東
京
都
目
黒
区
目
黒
本

町
四

四

一
九

東
京
都
目
黒
区

〇

自
由
民
主
党
神

奈
川
県
相
模
原

市
中
央
区
第
十

二
支
部

神
奈
川
県
相
模
原
市
中

央
区
淵
野
辺
四

三

〇

一
一

神
奈
川
県
相
模
原
市
中

央
区

〇

自
由
民
主
党
知

多
市
支
部

愛
知
県
知
多
市
新
知
字

門
田
六
〇

愛
知
県
知
多
市

〇

自
由
民
主
党
和

歌
山
県
和
歌
山

市
第
二
十
一
支

部

和
歌
山
県
和
歌
山
市
野

崎
五
三

一
五

和
歌
山
県
和
歌
山
市

〇

自
由
民
主
党
長

崎
県
佐
世
保
市

第
十
四
支
部

長
崎
県
佐
世
保
市
鹿
町

町
下
歌
ヶ
浦
九
四
六

二
二

長
崎
県
佐
世
保
市

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
宮
城
県
仙
台
市
泉
区
第
四
支
部

自
由
民
主
党
千
代
川
支
部

自
由
民
主
党
河
内
北
部
支
部

自
由
民
主
党
群
馬
県
山
田
郡
第
一
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
国
立
市
第
２
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
大
田
区
第
四
十
三
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
足
立
区
第
十
七
支
部

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
横
須
賀
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
知
多
市
支
部

自
由
民
主
党
三
重
県
海
運
支
部

自
由
民
主
党
京
都
府
京
都
市
山
科
区
第
二
支
部

自
由
民
主
党
和
歌
山
県
岩
出
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
愛
媛
県
小
売
酒
販
支
部

自
由
民
主
党
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
長
崎
県
長
崎
市
第
三
十
五
支
部

自
由
民
主
党
宮
崎
県
日
向
市
第
三
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
七
七
八

七
七
八
五

六
、

七
、
二
六

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
埼

玉
県
南
第
十
三

区
第
一
支
部

埼
玉
県
上
尾
市
仲
町

一

五

七

埼
玉
県
上
尾
市
・
伊
奈

町

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
目
黒
区
第

十
支
部

東
京
都
目
黒
区
平
町

二

一
六

四

東
京
都
目
黒
区

〇

自
由
民
主
党
三

重
県
衆
議
院
比

例
区
第
一
支
部

三
重
県
四
日
市
市
九
の

城
町
五

一
二

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

〇

自
由
民
主
党
京

都
府
京
都
市
山

科
区
第
二
支
部

京
都
府
京
都
市
山
科
区

上
野
御
所
ノ
内
町
七

三
七

京
都
府
京
都
市
山
科
区

〇

自
由
民
主
党
鳥

取
県
倉
吉
市
第

二
支
部

鳥
取
県
倉
吉
市
大
正
町

一
〇
七
八

三

鳥
取
県
倉
吉
市

〇

自
由
民
主
党
山

口
県
日
鳶
連
支

部

山
口
県
岩
国
市
御
庄

四

一
一
六

三

山
口
県

〇

自
由
民
主
党
熊

本
県
林
業
支
部

熊
本
県
熊
本
市
東
区
戸

島
二

三

三
五

熊
本
県

〇

自
由
民
主
党
大

分
県
大
分
市
第

二
十
二
支
部

大
分
県
大
分
市
大
字
佐

賀
関
二
〇
二
八

大
分
県
大
分
市

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
岩
手
県
理
容
支
部

自
由
民
主
党
福
島
県
い
わ
き
市
第
五
支
部

自
由
民
主
党
水
戸
総
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
第
十
一
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
第
十
五
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
昭
島
市
第
二
支
部





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

自
由
民
主
党
新
潟
県
水
産
団
体
支
部

自
由
民
主
党
福
井
県
第
二
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
兵
庫
県
第
九
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
奈
良
県
た
ば
こ
販
売
支
部

自
由
民
主
党
和
歌
山
県
日
高
郡
第
三
支
部

自
由
民
主
党
和
歌
山
県
遊
技
産
業
支
部

自
由
民
主
党
淀
江
町
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
塩
政
支
部

自
由
民
主
党
長
崎
県
第
四
選
挙
区
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
七
六
九

七
七
七
八

六
、

七
、
三
一

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
富

山
県
富
山
市
第

十
三
支
部

富
山
県
富
山
市
千
石
町

二

八

二

富
山
県
富
山
市

〇

自
由
民
主
党
愛

知
県
歯
科
医
師

連
盟
支
部

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区

丸
の
内
三

五

一
八

愛
知
県

〇

自
由
民
主
党
宍

粟
支
部

兵
庫
県
宍
粟
市
一
宮
町

福
知
二
八
三

兵
庫
県
宍
粟
市

〇

自
由
民
主
党
和

歌
山
県
遊
技
産

業
支
部

和
歌
山
県
和
歌
山
市
美

園
町
五

七

四

和
歌
山
県

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
北
海
道
札
幌
市
白
石
区
第
二
支
部

自
由
民
主
党
群
馬
県
桐
生
市
第
二
支
部

自
由
民
主
党
千
葉
県
茂
原
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
足
立
区
第
二
十
九
支
部

自
由
民
主
党
川
崎
市
支
部
連
合
会
青
年
局

自
由
民
主
党
川
崎
市
支
部
連
合
会
女
性
局

自
由
民
主
党
福
井
県
今
立
郡
第
一
支
部

自
由
民
主
党
長
野
県
衆
議
院
支
部

自
由
民
主
党
京
都
府
生
命
尊
重
支
部

自
由
民
主
党
大
阪
府
大
阪
市
西
成
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
和
歌
山
県
海
南
市
・
海
草
郡
第
三
支
部

自
由
民
主
党
高
知
県
高
知
市
第
五
支
部

自
由
民
主
党
福
岡
県
筑
紫
野
市
第
二
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
七
六
一

七
七
六
九

六
、

九
、

二

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
千

葉
県
茂
原
市
第

一
支
部

千
葉
県
茂
原
市
山
崎
八

三
八

一

千
葉
県
茂
原
市

〇

自
由
民
主
党
神

奈
川
県
相
模
原

市
南
区
第
十
二

支
部

神
奈
川
県
相
模
原
市
南

区
相
武
台
二

二
四

六

神
奈
川
県
相
模
原
市
南

区

〇

自
由
民
主
党
京

都
府
遊
技
産
業

支
部

京
都
府
京
都
市
中
京
区

御
池
之
町
三
二
三

京
都
府

〇

自
由
民
主
党
大

分
県
大
分
市
第

二
十
三
支
部

大
分
県
大
分
市
中
央
町

三

六

一
三

大
分
県
大
分
市

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
北
海
道
ふ
る
さ
と
振
興
支
部

自
由
民
主
党
群
馬
県
前
橋
市
第
十
二
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
千
代
田
区
第
二
十
六
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
ふ
る
さ
と
創
生
第
一
支
部

自
由
民
主
党
山
梨
県
都
留
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
静
岡
県
第
三
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
静
岡
県
第
八
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
香
川
県
丸
亀
市
選
挙
区
第
二
支
部

自
由
民
主
党
香
川
県
高
松
市
第
三
支
部

自
由
民
主
党
香
川
県
坂
出
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
香
川
県
ふ
る
さ
と
振
興
支
部

自
由
民
主
党
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
第
十
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
七
六
三

七
七
六
一

六
、
一
一
、
一
三

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
宮

城
県
参
議
院
選

挙
区
第
二
支
部

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

上
杉
一

一
〇

一
〇

宮
城
県

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
参
議
院
比

例
区
第
五
十
八

支
部

東
京
都
千
代
田
区
鍛
治

町
一

六

一
七

全
国

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
参
議
院
比

例
区
第
七
十
二

支
部

東
京
都
港
区
新
橋
六

四

三

全
国

〇

自
由
民
主
党
静

岡
県
第
三
選
挙

区
支
部

静
岡
県
掛
川
市
掛
川
六

二
八

静
岡
県
第
三
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
広

島
県
参
議
院
選

挙
区
第
一
支
部

広
島
県
広
島
市
中
区
鉄

砲
町
八

二
四

広
島
県

〇

自
由
民
主
党
愛

媛
県
遊
技
産
業

支
部

愛
媛
県
松
山
市
二
番
町

二

八

七

愛
媛
県

〇

自
由
民
主
党
鹿

児
島
県
奄
美
市

区
第
二
支
部

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬

港
町
一
七

二

鹿
児
島
県
奄
美
市
区

〇

自
由
民
主
党
鹿

児
島
県
鹿
屋

市
・
垂
水
市
区

第
二
支
部

鹿
児
島
県
垂
水
市
松
原

町
二
一

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
・
垂

水
市
区

〇





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
第
一
支
部

自
由
民
主
党
宮
城
県
レ
ン
タ
カ
ー
支
部

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
第
九
支
部

自
由
民
主
党
福
井
県
遊
技
連
支
部

自
由
民
主
党
大
阪
府
遺
族
政
治
連
盟
支
部

自
由
民
主
党
和
歌
山
県
参
議
院
選
挙
区
第
一
支
部

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
一
、
一
三

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

自
由
民
主
党
北

海
道
衆
議
院
第

六
十
支
部

支
部
の
名
称

自
由
民
主
党
北
海
道
衆

議
院
第
六
十
支
部

自
由
民
主
党
北
海
道
第

九
選
挙
区
支
部

主
た
る
活
動
区
域

北
海
道

北
海
道
第
九
選
挙
区

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
七
六
六

七
七
六
三

六
、
一
一
、
一
三

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
山

形
県
参
議
院
選

挙
区
第
一
支
部

山
形
県
山
形
市
漆
山
三

四
二
三

一

山
形
県

〇

自
由
民
主
党
群

馬
県
参
議
院
比

例
区
第
三
十
五

支
部

群
馬
県
前
橋
市
千
代
田

町
一

七

四

全
国

〇

自
由
民
主
党
埼

玉
県
東
第
十
一

区
第
一
支
部

埼
玉
県
幸
手
市
惣
新
田

一
四
六
五

埼
玉
県
幸
手
市
・
杉
戸

町

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
参
議
院
比

例
区
第
十
一
支

部

東
京
都
港
区
六
本
木

一

七

二
七

全
国

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
参
議
院
比

例
区
第
二
十
八

支
部

東
京
都
千
代
田
区
九
段

北
一

六

七

全
国

〇

自
由
民
主
党
神

奈
川
県
川
崎
市

麻
生
区
第
五
支

部

神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生

区
上
麻
生
五

六

一

四

神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生

区

〇

自
由
民
主
党
神

奈
川
県
参
議
院

選
挙
区
第
六
支

部

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区

桜
木
町
一

一

一
〇

〇

神
奈
川
県

〇

自
由
民
主
党
大

阪
府
第
十
八
選

挙
区
支
部

大
阪
府
岸
和
田
市
箕
土

路
町
二

一
〇

六

大
阪
府
第
十
八
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
和

歌
山
県
第
一
選

挙
区
支
部

和
歌
山
県
和
歌
山
市
ト

半
町
三
五

和
歌
山
県
第
一
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
和

歌
山
県
衆
議
院

支
部

和
歌
山
県
御
坊
市
島
四

四
〇

一

和
歌
山
県

〇

自
由
民
主
党
広

島
県
広
島
市
安

佐
南
区
第
七
支

部

広
島
県
広
島
市
安
佐
南

区
上
安
二

四

二

広
島
県
広
島
市
安
佐
南

区

〇

自
由
民
主
党
山

口
県
遊
技
産
業

支
部

山
口
県
山
口
市
小
郡
黄

金
町
六

一
七

山
口
県

〇

自
由
民
主
党
宮

崎
県
日
南
市
第

一
支
部

宮
崎
県
日
南
市
大
字
風

田
三
六
〇
九

五

宮
崎
県
日
南
市

〇

自
由
民
主
党
沖

縄
県
宮
古
島
市

区
第
二
支
部

沖
縄
県
宮
古
島
市
平
良

字
東
仲
宗
根
四
八
三

一

沖
縄
県
宮
古
島
市
・
多

良
間
村

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
山
形
県
ふ
る
さ
と
振
興
支
部

自
由
民
主
党
潮
来
支
部

自
由
民
主
党
茨
城
県
砕
石
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
品
川
区
第
二
十
二
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
品
川
区
第
十
六
支
部

自
由
民
主
党
愛
知
県
第
三
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
和
歌
山
県
和
歌
山
市
第
二
十
支
部

自
由
民
主
党
島
根
県
第
一
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
広
島
県
ふ
る
さ
と
振
興
支
部

自
由
民
主
党
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
お
お
い
た
支
部

自
由
民
主
党
宮
崎
県
鍼

マ
ッ
サ
ー
ジ
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

七
七
七
四

七
七
六
六

六
、
一
一
、
二
九

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
北

海
道
第
九
選
挙

区
支
部

北
海
道
苫
小
牧
市
若
草

町
三

一

四

北
海
道
第
九
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
福

島
県
第
二
選
挙

区
支
部

福
島
県
須
賀
川
市
大
黒

町
一
一
五

一

福
島
県
第
二
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
福

島
県
第
四
選
挙

区
支
部

福
島
県
い
わ
き
市
植
田

町
南
町
一

二

一
六

福
島
県
第
四
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
福

島
県
遊
技
産
業

支
部

福
島
県
郡
山
市
方
八
町

二

一

二
四

福
島
県

〇


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自
由
民
主
党
千

葉
県
第
十
選
挙

区
支
部

千
葉
県
成
田
市
東
町
一

五
五

三

千
葉
県
第
十
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
千

葉
県
衆
議
院
選

挙
区
第
八
支
部

千
葉
県
柏
市
中
央
一

二

二
七

千
葉
県
第
八
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
第
十
五
選

挙
区
支
部

東
京
都
江
東
区
東
陽

三

六

一
二

東
京
都
第
十
五
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
江
戸
川
区

第
十
五
支
部

東
京
都
江
戸
川
区
上
篠

崎
三

九

一
三

東
京
都
江
戸
川
区

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
衆
議
院
選

挙
区
第
六
支
部

東
京
都
世
田
谷
区
桜
新

町
一

一
四

一
七

東
京
都
第
六
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
東

京
都
衆
議
院
選

挙
区
第
二
十
三

支
部

東
京
都
町
田
市
中
町

一

五

一
〇

東
京
都
第
二
十
三
選
挙

区

〇

自
由
民
主
党
福

井
県
第
二
選
挙

区
支
部

福
井
県
敦
賀
市
鋳
物
師

町
四

八

福
井
県
第
二
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
福

井
県
丹
生
郡
第

一
支
部

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町

織
田
一
一
九

三

一

福
井
県
丹
生
郡

〇

自
由
民
主
党
静

岡
県
第
八
選
挙

区
支
部

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区

板
屋
町
六
〇
五

静
岡
県
第
八
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
愛

知
県
衆
議
院
選

挙
区
第
三
支
部

愛
知
県
名
古
屋
市
天
白

区
植
田
南
三

八
〇
四

愛
知
県
第
三
選
挙
区

〇

自
由
民
主
党
大

阪
府
参
議
院
比

例
区
第
九
十
七

支
部

大
阪
府
八
尾
市
北
本
町

二

三

八

全
国

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

自
由
民
主
党
東
京
都
町
田
市
第
三
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
六
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
品
川
区
第
二
十
九
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
江
戸
川
区
第
三
十
七
支
部

自
由
民
主
党
新
潟
県
港
運
支
部

自
由
民
主
党
静
岡
県
浜
松
市
南
区
第
五
支
部

自
由
民
主
党
長
崎
県
商
工
政
治
連
盟
支
部

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
一
、
二
九

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

自
由
民
主
党
島

根
県
第
一
選
挙

区
支
部

支
部
の
名
称

自
由
民
主
党
島
根
県
第

一
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
島
根
県
衆

議
院
比
例
区
第
一
支
部

主
た
る
活
動
区
域

島
根
県
第
一
選
挙
区

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

自
由
民
主
党
東

京
都
衆
議
院
選

挙
区
第
七
支
部

支
部
の
名
称

自
由
民
主
党
東
京
都
衆

議
院
選
挙
区
第
七
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参

議
院
選
挙
区
第
四
支
部

主
た
る
活
動
区
域

東
京
都
第
七
選
挙
区

東
京
都

自
由
民
主
党
福

島
県
衆
議
院
第

五
十
支
部

支
部
の
名
称

自
由
民
主
党
福
島
県
衆

議
院
第
五
十
支
部

自
由
民
主
党
福
島
県
第

二
選
挙
区
支
部

主
た
る
活
動
区
域

福
島
県

福
島
県
第
二
選
挙
区

自
由
民
主
党
福

島
県
衆
議
院
第

六
十
支
部

支
部
の
名
称

自
由
民
主
党
福
島
県
衆

議
院
第
六
十
支
部

自
由
民
主
党
福
島
県
第

四
選
挙
区
支
部

主
た
る
活
動
区
域

福
島
県

福
島
県
第
四
選
挙
区

自
由
民
主
党
千

葉
県
衆
議
院
支

部

支
部
の
名
称

自
由
民
主
党
千
葉
県
衆

議
院
支
部

自
由
民
主
党
千
葉
県
第

十
選
挙
区
支
部

主
た
る
活
動
区
域

千
葉
県

千
葉
県
第
十
選
挙
区

日
本
維
新
の
会

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

二
八
七

二
八
六

六
、

五
、
二
九

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
群
馬
県

第
５
選
挙
区
支

部

群
馬
県
北
群
馬
郡
榛
東

村
大
字
山
子
田
一
四
八

八

衆
議
院
小
選
挙
区
群
馬

県
第
五
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
長
崎
県

第
３
選
挙
区
支

部

長
崎
県
佐
世
保
市
権
常

寺
一

一
二

一

衆
議
院
小
選
挙
区
長
崎

県
第
三
区

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

日
本
維
新
の
会
参
議
院
比
例
区
第
53
支
部

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

五
、
二
九

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
宮
城
県

第
１
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

木
町
通
一

一

三
二

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区

西
中
田
五

七

七

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
千
葉
県

第
13
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
新

鎌
ヶ
谷
一

五

一
一

千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
道
野

辺
本
町
二

六

三

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
神
奈
川

県
第
13
選
挙
区

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

神
奈
川
県
大
和
市
桜
森

二

一
四

一

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区

港
町
二

九

富
山
維
新
の
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

富
山
県
富
山
市
堤
町
通

り
二

七

一
三

富
山
県
富
山
市
内
幸
町

七

九

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
愛
知
県

第
２
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種

区
桜
が
丘
九
〇

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種

区
星
ヶ
丘
二

五
五

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
愛
知
県

第
16
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
知
県
小
牧
市
中
央

一

二
三
八

愛
知
県
名
古
屋
市
港
区

入
船
一

七

一
八
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日
本
維
新
の
会

衆
議
院
京
都
府

第
１
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

京
都
府
京
都
市
南
区
東

九
条
柳
下
町
六

四

京
都
府
京
都
市
南
区
久

世
大
築
町
二
一

五

日
本
維
新
の
会

堺
市
堺
区
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
堺
市
堺
区
柳
之

町
東
二

三

二
九

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
三

国
ヶ
丘
町
三

五

二

四

日
本
維
新
の
会

堺
市
中
区
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
堺
市
中
区
深
井

沢
町
三
二
六
八

一

大
阪
府
堺
市
中
区
小
阪

六
三
五

三

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
兵
庫
県

第
８
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

兵
庫
県
尼
崎
市
東
難
波

町
五

七

一
七

兵
庫
県
尼
崎
市
東
難
波

町
五

七

一
八

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
奈
良
県

第
１
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

奈
良
県
奈
良
市
西
大
寺

赤
田
町
一

二

一
六

奈
良
県
奈
良
市
大
宮
町

七

二

五

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

二
九
三

二
八
七

六
、

六
、
二
五

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
茨
城
県

第
４
選
挙
区
支

部

茨
城
県
那
珂
市
額
田
北

郷
一

一

衆
議
院
小
選
挙
区
茨
城

県
第
四
区

〇

千
葉
維
新
の
会

柏
市
支
部

千
葉
県
柏
市
柏
五

六

一
〇

千
葉
県
柏
市

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
東
京
都

第
11
選
挙
区
支

部

東
京
都
板
橋
区
熊
野
町

四
一

一

衆
議
院
小
選
挙
区
東
京

都
第
十
一
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
神
奈
川

県
第
４
選
挙
区

支
部

神
奈
川
県
鎌
倉
市
稲
村

ガ
崎
二

一
〇

二
一

衆
議
院
小
選
挙
区
神
奈

川
県
第
四
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
神
奈
川

県
第
６
選
挙
区

支
部

神
奈
川
県
横
浜
市
保

土
ヶ
谷
区
和
田
一

一

三

一
九

衆
議
院
小
選
挙
区
神
奈

川
県
第
六
区

〇

日
本
維
新
の
会

大
阪
府
豊
能
郡

支
部

大
阪
府
豊
能
郡
豊
能
町

川
尻
二
七
九

大
阪
府
豊
能
郡

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

六
、
二
五

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
宮
城
県

第
２
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区

石
名
坂
七

宮
城
県
富
谷
市
ひ
よ
り

台
二

三
一

一

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
秋
田
県

第
１
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

秋
田
県
秋
田
市
山
王

一

四

一
四

秋
田
県
秋
田
市
手
形
字

大
沢
四
四

一
三

日
本
維
新
の
会

福
島
県
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

福
島
県
郡
山
市
富
久
山

町
八
山
田
字
前
林
一

〇

四

福
島
県
い
わ
き
市
平
谷

川
瀬
明
治
町
五
二

富
山
維
新
の
会

富
山
市
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

富
山
県
富
山
市
堤
町
通

り
二

七

一
三

富
山
県
富
山
市
内
幸
町

七

九

日
本
維
新
の
会

参
議
院
比
例
区

第
44
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

富
山
県
富
山
市
上
赤
江

町
二

九

六

富
山
県
富
山
市
堤
町
通

り
二

七

一
三

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
岐
阜
県

第
５
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

岐
阜
県
多
治
見
市
音
羽

町
二

六
六

一

岐
阜
県
中
津
川
市
蛭
川

五
三
五
九

二

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
愛
知
県

第
12
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
知
県
岡
崎
市
福
岡
町

字
西
後
田
四
五

二

愛
知
県
岡
崎
市
井
田
町

山
王
一
六

九

日
本
維
新
の
会

大
阪
市
此
花
区

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
大
阪
市
此
花
区

春
日
出
北
一

八

五

大
阪
府
大
阪
市
此
花
区

春
日
出
北
一

三

七

日
本
維
新
の
会

大
阪
府
箕
面
市

支
部

支
部
の
名
称

日
本
維
新
の
会
大
阪
府

箕
面
市
支
部

日
本
維
新
の
会
大
阪
府

箕
面
市
豊
能
郡
支
部

主
た
る
活
動
区
域

大
阪
府
箕
面
市

大
阪
府
箕
面
市
及
び
豊

能
郡

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
熊
本
県

第
４
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

熊
本
県
人
吉
市
瓦
屋
町

八
八

一

熊
本
県
人
吉
市
五
日
町

一
七

お
お
い
た
維
新

の
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
分
県
大
分
市
高
松

一

九

一
六

大
分
県
大
分
市
田
室
町

九

三
〇

宮
城
維
新
の
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

国
分
町
三

一
一

六

宮
城
県
富
谷
市
富
ヶ
丘

二

一
六

一
六

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

二
九
四

二
九
三

六
、

七
、
二
九

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
福
岡
県

第
10
選
挙
区
支

部

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区

天
神
四

七

六

衆
議
院
小
選
挙
区
福
岡

県
第
十
区

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

七
、
二
九

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
東
京
都

第
13
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
足
立
区
千
住
中

居
町
一
七

一
四

東
京
都
足
立
区
中
央
本

町
一

一
三

一
三
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京
都
維
新
の
会

京
丹
後
市
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

京
都
府
京
丹
後
市
峰
山

町
矢
田
三
八
九

京
都
府
京
丹
後
市
大
宮

町
森
本
一
三
九
〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
大
阪
府

第
６
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
守
口
市
桜
町

六

六

大
阪
府
守
口
市
東
光
町

三

二

八

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

二
九
六

二
九
四

六
、

八
、
二
九

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
茨
城
県

第
３
選
挙
区
支

部

茨
城
県
牛
久
市
牛
久
町

二
四
八

衆
議
院
小
選
挙
区
茨
城

県
第
三
区

〇

日
本
維
新
の
会

和
歌
山
県
有
田

市
支
部

和
歌
山
県
有
田
市
宮
崎

町
二
五
三

八

和
歌
山
県
有
田
市

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

八
、
二
九

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
東
京
都

第
８
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
杉
並
区
西
荻
北

四

五

三
〇

東
京
都
杉
並
区
西
荻
北

四

五

二
八

日
本
維
新
の
会

大
阪
府
茨
木
市

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
茨
木
市
庄
二

一
〇

一
〇

大
阪
府
茨
木
市
大
手
町

九

二
六

日
本
維
新
の
会

大
阪
府
泉
南
市

及
び
泉
南
郡
田

尻
町
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
泉
南
市
信
達
牧

野
九
二
八

五

大
阪
府
泉
南
市
新
家
三

五
七
七

日
本
維
新
の
会

大
阪
府
阪
南
市

及
び
泉
南
郡
岬

町
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
阪
南
市
光
陽
台

四

二
五

五

大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
淡

輪
七
一
八

一

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

二
九
八

二
九
六

六
、

九
、
一
九

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

日
本
維
新
の
会

参
議
院
比
例
区

第
１
支
部

東
京
都
港
区
西
新
橋

一

五

九

全
国

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
奈
良
県

第
３
選
挙
区
支

部

奈
良
県
橿
原
市
四
分
町

一

三

衆
議
院
小
選
挙
区
奈
良

県
第
三
区

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

九
、
一
九

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
茨
城
県

第
３
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

茨
城
県
牛
久
市
中
央

五

一
三

一
九

茨
城
県
牛
久
市
牛
久
町

二
四
八

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
東
京
都

第
11
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
板
橋
区
大
山
町

一
四

七

東
京
都
板
橋
区
熊
野
町

四
一

一

京
都
維
新
の
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

京
都
府
京
都
市
伏
見
区

新
町
五

四
九
五

京
都
府
京
都
市
伏
見
区

桃
山
町
丹
後
一
〇

六

日
本
維
新
の
会

大
阪
市
北
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
大
阪
市
北
区
豊

崎
六

九

六

大
阪
府
大
阪
市
北
区
菅

栄
町
五

二
〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
大
阪
府

第
６
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
守
口
市
東
光
町

三

二

八

大
阪
府
守
口
市
桜
町

六

六

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
〇
一

二
九
八

六
、
一
〇
、
一
一

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

日
本
維
新
の
会

参
議
院
比
例
区

第
７
支
部

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀

三

二
〇

五

全
国

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
広
島
県

第
１
選
挙
区
支

部

広
島
県
広
島
市
東
区
光

が
丘
一
一

三
九

衆
議
院
小
選
挙
区
広
島

県
第
一
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
香
川
県

第
３
選
挙
区
支

部

香
川
県
観
音
寺
市
栄
町

三

五

六

衆
議
院
小
選
挙
区
香
川

県
第
三
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
長
崎
県

第
２
選
挙
区
支

部

長
崎
県
諫
早
市
平
山
町

三
五
七

二
五

衆
議
院
小
選
挙
区
長
崎

県
第
二
区

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

日
本
維
新
の
会
衆
議
院
愛
知
県
第
７
選
挙
区
支
部

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
〇
、
一
一

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
維
新
の
会

大
阪
府
河
内
長

野
市
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
河
内
長
野
市
南

青
葉
台
二
九

三

大
阪
府
河
内
長
野
市
南

花
台
三

二

一
三
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日
本
維
新
の
会

衆
議
院
和
歌
山

県
第
１
選
挙
区

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

和
歌
山
県
和
歌
山
市
松

江
七
四
九

一
五

和
歌
山
県
和
歌
山
市
十

二
番
丁
三
一

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
愛
媛
県

第
２
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
媛
県
新
居
浜
市
田
所

町
三

五
〇

愛
媛
県
新
居
浜
市
中
西

町
八

五
五

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
〇
八

三
〇
一

六
、
一
〇
、
二
八

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
埼
玉
県

第
13
選
挙
区
支

部

埼
玉
県
白
岡
市
新
白
岡

四

一
四

七

衆
議
院
小
選
挙
区
埼
玉

県
第
十
三
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
神
奈
川

県
第
３
選
挙
区

支
部

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈

川
区
三
ツ
沢
上
町
一

一
八

衆
議
院
小
選
挙
区
神
奈

川
県
第
三
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
福
井
県

第
２
選
挙
区
支

部

福
井
県
越
前
市
片
屋
町

五
八

一
一

一

衆
議
院
小
選
挙
区
福
井

県
第
二
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
滋
賀
県

第
１
選
挙
区
支

部

滋
賀
県
大
津
市
京
町

三

二

一
一

衆
議
院
小
選
挙
区
滋
賀

県
第
一
区

〇

日
本
維
新
の
会

参
議
院
滋
賀
県

選
挙
区
第
１
支

部

滋
賀
県
大
津
市
京
町

二

四

二
三

滋
賀
県

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
京
都
府

第
２
選
挙
区
支

部

京
都
府
京
都
市
左
京
区

山
端
壱
町
田
町
八

四

六

衆
議
院
小
選
挙
区
京
都

府
第
二
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
大
阪
府

第
９
選
挙
区
支

部

大
阪
府
茨
木
市
中
穂
積

一

六

四
六

衆
議
院
小
選
挙
区
大
阪

府
第
九
区

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
〇
、
二
八

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
兵
庫
県

第
８
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

兵
庫
県
尼
崎
市
昭
和
通

五

一
六
一

二

兵
庫
県
尼
崎
市
東
難
波

町
五

七

一
七

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
奈
良
県

第
１
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

奈
良
県
奈
良
市
四
条
大

路
五

五

一

奈
良
県
奈
良
市
西
大
寺

赤
田
町
一

二

一
六

日
本
維
新
の
会

和
歌
山
県
有
田

市
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

和
歌
山
県
有
田
市
初
島

町
浜
一
一
八
一

六

和
歌
山
県
有
田
市
宮
崎

町
二
五
三

八

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
福
岡
県

第
10
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉

北
区
弁
天
町
三

二

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区

天
神
四

七

六

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
〇
七

三
〇
八

六
、
一
一
、
一
二

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
東
京
都

第
24
選
挙
区
支

部

東
京
都
八
王
子
市
明
神

町
二

二
五

三

衆
議
院
小
選
挙
区
東
京

都
第
二
十
四
区

〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
滋
賀
県

第
２
選
挙
区
支

部

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
出

町
四
一
四

六

衆
議
院
小
選
挙
区
滋
賀

県
第
二
区

〇

日
本
維
新
の
会

参
議
院
京
都
府

選
挙
区
第
１
支

部

京
都
府
京
都
市
下
京
区

七
条
通
油
小
路
東
入
大

黒
町
二
二
七

京
都
府

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

日
本
維
新
の
会
衆
議
院
千
葉
県
第
13
選
挙
区
支
部

日
本
維
新
の
会
衆
議
院
京
都
府
第
４
選
挙
区
支
部

日
本
維
新
の
会
衆
議
院
広
島
県
第
３
選
挙
区
支
部

日
本
維
新
の
会
衆
議
院
佐
賀
県
第
１
選
挙
区
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
〇
七

三
〇
七

六
、
一
二
、
一
三

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

日
本
維
新
の
会

参
議
院
比
例
区

第
９
支
部

大
阪
府
吹
田
市
広
芝
町

一
〇

八

全
国

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

日
本
維
新
の
会
衆
議
院
兵
庫
県
第
９
選
挙
区
支
部

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
二
、
一
三

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

京
都
維
新
の
会

京
都
市
左
京
区

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

京
都
府
京
都
市
左
京
区

松
ヶ
崎
河
原
田
町
六

一

京
都
府
京
都
市
左
京
区

松
ヶ
崎
海
尻
町
一
一

七





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

日
本
維
新
の
会

大
阪
市
都
島
区

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区

平
野
町
一

三

六

大
阪
府
大
阪
市
都
島
区

御
幸
町
二

一
一

一

日
本
維
新
の
会

大
阪
府
茨
木
市

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
茨
木
市
春
日

二

二

一
七

大
阪
府
茨
木
市
庄
二

一
〇

一
〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
大
阪
府

第
６
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
守
口
市
大
枝
西

町
八

五

大
阪
府
守
口
市
東
光
町

三

二

八

徳
島
維
新
の
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

徳
島
県
徳
島
市
万
代
町

五

七
一

五

徳
島
県
徳
島
市
幸
町

三

四
八

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
愛
媛
県

第
２
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
媛
県
新
居
浜
市
中
西

町
八

五
五

愛
媛
県
新
居
浜
市
田
所

町
三

五
〇

日
本
維
新
の
会

衆
議
院
宮
崎
県

第
１
選
挙
区
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

宮
崎
県
宮
崎
市
大
字
赤

江
三
三

宮
崎
県
宮
崎
市
中
村
西

二

五

一
二

日
本
共
産
党
中
央
委

員
会

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

四
、

二

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
共
産
党
栃

木
県
中
部
地
区

委
員
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

栃
木
県
宇
都
宮
市
宮
本

町
二
〇

七

栃
木
県
宇
都
宮
市
弥
生

一

七

一
一

主
た
る
活
動
区
域

栃
木
県
宇
都
宮
市
、
鹿

沼
市
、
日
光
市
、
上
三

川
町

栃
木
県
宇
都
宮
市
、
鹿

沼
市
、
日
光
市
、
上
三

川
町
、
西
方
町

日
本
共
産
党
栃

木
県
南
部
地
区

委
員
会

主
た
る
活
動
区
域

栃
木
県
足
利
市
、
栃
木

市
、
佐
野
市
、小
山
市
、

壬
生
町
、
野
木
町
、
下

野
市

栃
木
県
足
利
市
、
栃
木

市
、
佐
野
市
、小
山
市

壬
生
町
、
野
木
町
、
大

平
町
、
藤
岡
町
、
岩
舟

町
、
都
賀
町
、
下
野
市

日
本
共
産
党
高

槻
・
島
本
地
区

委
員
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
高
槻
市
芥
川
町

二

一
一

六

大
阪
府
高
槻
市
芥
川
町

二

二
五

四

日
本
共
産
党
西

部
地
区
委
員
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

岡
山
県
総
社
市
中
央

六

一
〇

一
一
七

岡
山
県
総
社
市
中
央

六

一
〇

一
〇
五

主
た
る
活
動
区
域

岡
山
県
笠
岡
市
、
井
原

市
、
総
社
市
、高
梁
市
、

新
見
市
、
里
庄
町
、
矢

掛
町
、
浅
口
市

岡
山
県
笠
岡
市
、
井
原

市
、
総
社
市
、高
梁
市

新
見
市
、
里
庄
町
、
矢

掛
町
、
吉
備
中
央
町
、

浅
口
市

日
本
共
産
党
岡

山
地
区
委
員
会

主
た
る
活
動
区
域

岡
山
県
岡
山
市
、
玉
野

市
、
瀬
戸
内
市
、
吉
備

中
央
町

岡
山
県
岡
山
市
、
玉
野

市
、
瀬
戸
内
市

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

五
、

七

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
共
産
党
千

葉
県
市
川
浦
安

地
区
委
員
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

千
葉
県
市
川
市
真
間

二

一

四

千
葉
県
市
川
市
八
幡

二

八

二

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

五
、
二
七

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
共
産
党
三

重
県
委
員
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

三
重
県
津
市
船
頭
町
津

興
三
三
九
一

三
重
県
津
市
桜
橋
一

六
〇
九

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

九
、
三
〇

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

日
本
共
産
党
宮

城
県
東
部
地
区

委
員
会

主
た
る
活
動
区
域

宮
城
県
石
巻
市
、
気
仙

沼
市
、
登
米
市
、
東
松

島
市
、
女
川
町
、
南
三

陸
町

宮
城
県
石
巻
市
、
気
仙

沼
市
、
登
米
市
、
東
松

島
市
、
女
川
町
、
本
吉

町
、
南
三
陸
町

日
本
共
産
党
中

部
地
区
委
員
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

三
重
県
津
市
船
頭
町
津

興
三
三
九
一

三
重
県
津
市
乙
部
六
九

立
憲
民
主
党

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
四
七

三
四
六

六
、

三
、
二
六

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
滋

賀
県
第
２
区
総

支
部

滋
賀
県
米
原
市
朝
戸
一

〇
五
八

一

衆
議
院
滋
賀
県
第
二
区

〇

立
憲
民
主
党
兵

庫
県
第
３
区
総

支
部

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

下
山
手
通
四

六

一

〇

衆
議
院
兵
庫
県
第
三
区

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

立
憲
民
主
党
神
奈
川
県
第
18
区
総
支
部

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
四
八

三
四
七

六
、

四
、
二
六

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
埼

玉
県
第
２
区
総

支
部

埼
玉
県
川
口
市
並
木

三

三

一
一

衆
議
院
埼
玉
県
第
二
区

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

四
、
二
六

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

立
憲
民
主
党
東

京
都
第
10
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
豊
島
区
北
大
塚

二

二
七

三

東
京
都
豊
島
区
北
大
塚

二

一
四

一





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

立
憲
民
主
党
福

岡
県
第
11
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

福
岡
県
田
川
郡
福
智
町

大
字
上
野
五
八
四

一

福
岡
県
田
川
市
猪
国
二

五
五
九

立
憲
民
主
党
東

京
都
第
３
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
品
川
区
東
五
反

田
二

二
〇

二

東
京
都
品
川
区
北
品
川

五

五

二
七

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
五
一

三
四
八

六
、

五
、
一
〇

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
岐

阜
県
第
１
区
総

支
部

岐
阜
県
岐
阜
市
薮
田
南

四

七

二
二

衆
議
院
岐
阜
県
第
一
区

〇

立
憲
民
主
党
奈

良
県
第
２
区
総

支
部

奈
良
県
奈
良
市
大
宮
町

五

三

一
四

衆
議
院
奈
良
県
第
二
区

〇

立
憲
民
主
党
奈

良
県
第
３
区
総

支
部

奈
良
県
奈
良
市
大
宮
町

五

三

一
四

衆
議
院
奈
良
県
第
三
区

〇

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
五
一

三
五
一

六
、

五
、
二
四

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
徳

島
県
第
１
区
総

支
部

徳
島
県
徳
島
市
昭
和
町

三

一

二

衆
議
院
徳
島
県
第
一
区

〇

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

立
憲
民
主
党
神
奈
川
県
第
10
区
総
支
部

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

五
、
二
四

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

立
憲
民
主
党
高

知
県
第
２
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

高
知
県
高
知
市
本
町

四

二

三
九

高
知
県
土
佐
清
水
市
栄

町
一

五

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
五
二

三
五
一

六
、

六
、

六

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
参

議
院
比
例
第
23

総
支
部

東
京
都
小
金
井
市
前
原

町
四

九

一
六

全
国

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

六
、

六

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

立
憲
民
主
党
秋

田
県
第
３
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

秋
田
県
由
利
本
荘
市
桜

小
路
四
三

七

秋
田
県
秋
田
市
御
野
場

一

一

九

立
憲
民
主
党
兵

庫
県
第
５
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
西

岡
屋
甲
五
七
〇

二

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

下
山
手
通
四

六

一

〇

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
五
七

三
五
二

六
、

八
、
二
三

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
神

奈
川
県
第
３
区

総
支
部

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈

川
区
大
口
通
八

八

衆
議
院
神
奈
川
県
第
三

区

〇

立
憲
民
主
党
愛

媛
県
第
１
区
総

支
部

愛
媛
県
松
山
市
大
手
町

一

一

六

衆
議
院
愛
媛
県
第
一
区

〇

立
憲
民
主
党
愛

媛
県
第
３
区
総

支
部

愛
媛
県
松
山
市
大
手
町

一

一

六

衆
議
院
愛
媛
県
第
三
区

〇

立
憲
民
主
党
参

議
院
比
例
第
22

総
支
部

東
京
都
港
区
芝
二

二

〇

一
二

全
国

〇

立
憲
民
主
党
和

歌
山
県
第
１
区

総
支
部

和
歌
山
県
和
歌
山
市
九

番
丁
一
〇

衆
議
院
和
歌
山
県
第
一

区

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

八
、
二
三

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

立
憲
民
主
党
大

分
県
第
２
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
分
県
佐
伯
市
中
村
東

町
五

一
四

大
分
県
臼
杵
市
大
字
臼

杵
一
九
五

立
憲
民
主
党
奈

良
県
第
２
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

奈
良
県
香
芝
市
下
田
西

二

三

九

奈
良
県
奈
良
市
大
宮
町

五

三

一
四

立
憲
民
主
党
埼

玉
県
第
８
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

埼
玉
県
所
沢
市
緑
町

四

四

八

埼
玉
県
所
沢
市
緑
町

四

二
八

立
憲
民
主
党
兵

庫
県
第
２
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区

中
道
通
一

二

一
〇

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

下
山
手
通
四

六

一

〇

立
憲
民
主
党
北

海
道
第
５
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

北
海
道
江
別
市
文
京
台

四
一

九

北
海
道
札
幌
市
厚
別
区

上
野
幌
一
条
三

一

一
六
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異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
六
二

三
五
七

六
、

九
、
一
三

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
福

島
県
参
議
院
選

挙
区
第
１
総
支

部

福
島
県
福
島
市
大
町

七

二
五

福
島
県

〇

立
憲
民
主
党
大

阪
府
第
５
区
総

支
部

大
阪
府
大
阪
市
此
花
区

高
見
一

三

三
一

衆
議
院
大
阪
府
第
五
区

〇

立
憲
民
主
党
神

奈
川
県
第
17
区

総
支
部

神
奈
川
県
小
田
原
市
南

鴨
宮
三

六

一
三

衆
議
院
神
奈
川
県
第
十

七
区

〇

立
憲
民
主
党
茨

城
県
水
戸
市
支

部

茨
城
県
水
戸
市
本
町

一

一
〇

一
一

茨
城
県
水
戸
市

〇

立
憲
民
主
党
愛

知
県
第
15
区
総

支
部

愛
知
県
豊
橋
市
花
田
町

字
小
松
六
四

一

衆
議
院
愛
知
県
第
十
五

区

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

九
、
一
三

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

立
憲
民
主
党
愛

媛
県
第
３
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
媛
県
伊
予
市
米
湊
六

〇
〇

一

愛
媛
県
松
山
市
大
手
町

一

一

六

立
憲
民
主
党
大

阪
府
第
５
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区

十
三
本
町
一

一
九

八

大
阪
府
大
阪
市
此
花
区

高
見
一

三

三
一

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
六
五

三
六
二

六
、
一
〇
、

四

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
鳥

取
県
第
１
区
総

支
部

鳥
取
県
鳥
取
市
賀
露
町

一
二
八

二

衆
議
院
鳥
取
県
第
一
区

〇

立
憲
民
主
党
岩

手
県
参
議
院
選

挙
区
第
１
総
支

部

岩
手
県
盛
岡
市
大
通

三

一

二
四

岩
手
県

〇

立
憲
民
主
党
兵

庫
県
第
９
区
総

支
部

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

下
山
手
通
四

六

一

〇

衆
議
院
兵
庫
県
第
九
区

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
〇
、

四

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

立
憲
民
主
党
愛

媛
県
第
１
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
媛
県
松
山
市
勝
山
町

一

八

一

愛
媛
県
松
山
市
大
手
町

一

一

六

立
憲
民
主
党
愛

知
県
名
古
屋
市

南
区
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
知
県
名
古
屋
市
南
区

駈
上
一

一
一

一
九

愛
知
県
名
古
屋
市
南
区

駈
上
一

五

三
一

立
憲
民
主
党
福

島
県
第
４
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

福
島
県
い
わ
き
市
小
島

町
三

四

三

福
島
県
い
わ
き
市
平
馬

目
字
作
ノ
内
一
四
八

一

立
憲
民
主
党
福

岡
県
第
４
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

福
岡
県
宗
像
市
日
の
里

三

二
三

一
一

福
岡
県
糟
屋
郡
篠
栗
町

乙
犬
六
七
八

一

立
憲
民
主
党
奈

良
県
第
３
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

奈
良
県
橿
原
市
石
原
田

町
三
三
九

八

奈
良
県
奈
良
市
大
宮
町

五

三

一
四

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
七
〇

三
六
五

六
、
一
〇
、
一
一

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
山

形
県
第
３
区
総

支
部

山
形
県
酒
田
市
飛
鳥
二

三
四

二

衆
議
院
山
形
県
第
三
区

〇

立
憲
民
主
党
東

京
都
第
30
総
支

部

東
京
都
府
中
市
宮
西
町

三

五

四

衆
議
院
東
京
都
第
三
十

区

〇

立
憲
民
主
党
神

奈
川
県
第
２
区

総
支
部

神
奈
川
県
横
浜
市
南
区

通
町
二

二
五

三

衆
議
院
神
奈
川
県
第
二

区

〇

立
憲
民
主
党
愛

知
県
第
14
区
総

支
部

愛
知
県
豊
川
市
国
府
町

流
霞
五
九

二

衆
議
院
愛
知
県
第
十
四

区

〇

立
憲
民
主
党
和

歌
山
県
第
２
区

総
支
部

和
歌
山
県
和
歌
山
市
九

番
丁
一
〇

衆
議
院
和
歌
山
県
第
二

区

〇

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
七
四

三
七
〇

六
、
一
一
、
二
二

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

立
憲
民
主
党
大

阪
府
第
６
区
総

支
部

大
阪
府
門
真
市
新
橋
町

三

三

衆
議
院
大
阪
府
第
六
区

〇

立
憲
民
主
党
広

島
県
第
１
区
総

支
部

広
島
県
広
島
市
中
区
幟

町
三

一

衆
議
院
広
島
県
第
一
区

〇

立
憲
民
主
党
広

島
県
第
６
区
総

支
部

広
島
県
福
山
市
三
吉
町

南
一

七

一
七

衆
議
院
広
島
県
第
六
区

〇

立
憲
民
主
党
福

井
県
第
１
総
支

部

福
井
県
福
井
市
大
手

二

一
五

六

衆
議
院
福
井
県
第
一
区

〇
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異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
一
、
二
二

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

立
憲
民
主
党
愛

知
県
第
10
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
知
県
一
宮
市
大
宮

三

八

二

愛
知
県
一
宮
市
浅
野
字

青
石
六
二

立
憲
民
主
党
群

馬
県
第
４
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

群
馬
県
高
崎
市
倉
賀
野

町
二
〇
二
五

一

群
馬
県
前
橋
市
総
社
町

総
社
二
九
〇
五

五

立
憲
民
主
党
東

京
都
第
24
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
八
王
子
市
台
町

四

四
四

一
〇

東
京
都
八
王
子
市
明
神

町
三

一
〇

六

立
憲
民
主
党
愛

媛
県
第
１
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
媛
県
松
山
市
大
手
町

一

一

六

愛
媛
県
松
山
市
勝
山
町

一

八

一

立
憲
民
主
党
愛

媛
県
第
３
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

愛
媛
県
松
山
市
大
手
町

一

一

六

愛
媛
県
伊
予
市
米
湊
六

〇
〇

一

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

三
七
三

三
七
四

六
、
一
二
、
一
二

（
解
散
し
た
支
部
の
名
称
）

立
憲
民
主
党
三
重
県
第
２
区
総
支
部

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
二
、
一
二

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

立
憲
民
主
党
大

分
県
総
支
部
連

合
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
分
県
大
分
市
城
崎
町

二

二

一
九

大
分
県
大
分
市
高
砂
町

四

二
〇

立
憲
民
主
党
大

分
県
第
１
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
分
県
大
分
市
城
崎
町

二

二

一
九

大
分
県
大
分
市
高
砂
町

四

二
〇

立
憲
民
主
党
大

分
県
参
議
院
選

挙
区
第
１
総
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
分
県
大
分
市
城
崎
町

二

二

一
九

大
分
県
大
分
市
高
砂
町

四

二
〇

立
憲
民
主
党
大

分
県
大
分
市
支

部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

大
分
県
大
分
市
城
崎
町

二

二

一
九

大
分
県
大
分
市
高
砂
町

四

二
〇

立
憲
民
主
党
滋

賀
県
第
２
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
出

町
四
二
三

八

滋
賀
県
米
原
市
顔
戸
一

〇
五
八

一

立
憲
民
主
党
兵

庫
県
第
９
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

兵
庫
県
明
石
市
小
久
保

五

一
六

二

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

下
山
手
通
四

六

一

〇

立
憲
民
主
党
青

森
県
第
３
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

青
森
県
弘
前
市
宮
川

二

三

四

青
森
県
弘
前
市
萱
町
三

九

一

立
憲
民
主
党
富

山
県
第
１
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

富
山
県
富
山
市
久
方
町

七

一
七

富
山
県
富
山
市
永
楽
町

一
七

一
四

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、
一
二
、
一
七

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

立
憲
民
主
党
神

奈
川
県
第
２
区

総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

神
奈
川
県
横
浜
市
南
区

榎
木
町
二

五
一

神
奈
川
県
横
浜
市
南
区

通
町
二

二
五

三

立
憲
民
主
党
千

葉
県
第
６
区
総

支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷

三
九
三
四

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷

二
七
三
五

れ
い
わ
新
選
組

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
六

一
五

六
、

五
、
一
三

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

れ
い
わ
新
選
組

衆
議
院
東
京
都

第
25
区
総
支
部

東
京
都
新
宿
区
高
田
馬

場
四

二
七

一
五

東
京
都

〇

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

七
、
一
六

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

れ
い
わ
新
選
組

衆
議
院
東
京
都

第
14
区
総
支
部

支
部
の
名
称

れ
い
わ
新
選
組
衆
議
院

東
京
都
第
14
区
総
支
部

れ
い
わ
新
選
組
衆
議
院

東
京
都
第
22
区
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
江
戸
川
区
平
井

四

一
四

八

東
京
都
調
布
市
国
領
町

一

二
五

三
八

れ
い
わ
新
選
組

衆
議
院
東
京
都

第
25
区
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

東
京
都
青
梅
市
東
青
梅

三

六

一
九

東
京
都
新
宿
区
高
田
馬

場
四

二
七

一
五

異
動
事
項

届
出
年
月
日

（
令
和
）

各
支
部
の
届
出

事
項

六
、

九
、

九

異
動
の
あ
っ
た

支
部
の
名
称

（
異
動
事
項
）

（
新
）

（
旧
）

れ
い
わ
新
選
組

衆
議
院
岐
阜
県

第
３
区
総
支
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在

地

岐
阜
県
各
務
原
市
蘇
原

東
島
町
四

二
七

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

川
崎
町
二

九
二

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

（
令
和
）

支
部
の
数

一
七

一
六

六
、
一
一
、
二
六

設
立
さ
れ
た

支
部
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

（
主
た
る
活
動
区
域
）

一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部

れ
い
わ
新
選
組

衆
議
院
埼
玉
県

第
13
区
総
支
部

埼
玉
県
久
喜
市
本
町

八

二

九

埼
玉
県

〇





人
事
異
動

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

最
高
裁
判
所

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事

山
岸

秀
彬

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
官

を
命
ず
る

兼
ね
て
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
デ
ジ
タ
ル
基
盤
管
理
官
を

命
ず
る

兼
ね
て
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
デ
ジ
タ
ル
審
議
官
付
参
事

官
を
命
ず
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

佐
藤

彩
香

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
行
政
局
第
一
課
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
広
報
課
付
を
命
ず
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

伊
澤

大
介

同

岩
崎

雄
亮

同

佐
久
間

隆

同

棚
井

啓

同

松
井

俊
洋

同

森
里

紀
之

同

依
田

吉
人

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

最
高
裁
判
所
裁
判
所
調
査
官
に
充
て
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
各
通
）

同

内
山

裕
史

同

徳
光

絢
子

同

馬
場

崇

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

司
法
研
修
所
教
官
に
充
て
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
各
通
）

同

橋
口

佳
典

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

裁
判
所
職
員
総
合
研
修
所
教
官
に
充
て
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

平
野

佑
子

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

天
野

研
司

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

知
的
財
産
高
等
裁
判
所
勤
務
を
命
ず
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

猪
坂

剛

同

大
谷

恵
子

同

坂
本

智

同

佐
藤

政
達

同

島
崎

卓
二

同

瀧
川
和
歌
子

同

中
野

晴
行

同

中
村

英
晴

同

横
倉
雄
一
郎

同

吉
岡

透

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
各
通
）

同

信
夫
絵
里
子

東
京
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

甲
元

依
子

横
浜
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

横
浜
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

舘
野

俊
彦

さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

さ
い
た
ま
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

宇
野

遥
子

千
葉
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
千
葉
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

千
葉
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

長
尾

崇

千
葉
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

千
葉
地
方
裁
判
所
八
日
市
場
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
千
葉
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

千
葉
家
庭
裁
判
所
八
日
市
場
支
部
勤
務
を
命
ず
る

八
日
市
場
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

家
入

美
香

水
戸
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
水
戸
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

水
戸
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

小
嶋

順
平

水
戸
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

水
戸
地
方
裁
判
所
龍
ケ
崎
支
部
勤
務
を
命
ず
る

水
戸
地
方
裁
判
所
龍
ケ
崎
支
部
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
水
戸
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

水
戸
家
庭
裁
判
所
龍
ケ
崎
支
部
勤
務
を
命
ず
る

水
戸
家
庭
裁
判
所
龍
ケ
崎
支
部
長
を
命
ず
る

龍
ケ
崎
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

龍
ケ
崎
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す

る
者
に
指
名
す
る

同

渡
辺

健
一

宇
都
宮
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

宇
都
宮
家
庭
裁
判
所
足
利
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
足
利
支
部
勤
務
を
命
ず
る

足
利
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

日
野

進
司

前
橋
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
前
橋
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

前
橋
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

鈴
木

綱
平

同

野
々
山
優
子

静
岡
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
静
岡
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

静
岡
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
各
通
）

同

奥
山

雅
哉

静
岡
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

静
岡
地
方
裁
判
所
沼
津
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
静
岡
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

静
岡
家
庭
裁
判
所
沼
津
支
部
勤
務
を
命
ず
る

沼
津
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

小
川

清
明

同

原
田

宗
輔

同

村
瀬

洋
朗

大
阪
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

大
阪
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
各
通
）

同

大
寄

悦
加

大
阪
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

大
阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
大
阪
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

大
阪
家
庭
裁
判
所
堺
支
部
勤
務
を
命
ず
る

堺
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

國
井

香
里

京
都
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

京
都
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

重
高

啓

神
戸
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
神
戸
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

神
戸
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

永
田

雄
一

神
戸
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

神
戸
地
方
裁
判
所
龍
野
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
神
戸
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

神
戸
家
庭
裁
判
所
龍
野
支
部
勤
務
を
命
ず
る

龍
野
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

龍
野
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

同

宮
本

浩
治

奈
良
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

奈
良
家
庭
裁
判
所
葛
城
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
奈
良
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部
勤
務
を
命
ず
る

葛
城
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

向

健
志

大
津
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

大
津
地
方
裁
判
所
彦
根
支
部
勤
務
を
命
ず
る

大
津
地
方
裁
判
所
彦
根
支
部
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
大
津
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

大
津
家
庭
裁
判
所
彦
根
支
部
勤
務
を
命
ず
る

大
津
家
庭
裁
判
所
彦
根
支
部
長
を
命
ず
る

彦
根
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

彦
根
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

同

船
戸

容
子

大
津
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

大
津
地
方
裁
判
所
長
浜
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
大
津
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

大
津
家
庭
裁
判
所
長
浜
支
部
勤
務
を
命
ず
る

長
浜
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

長
浜
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

同

西
谷

大
吾

和
歌
山
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
和
歌
山
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

和
歌
山
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

石
上

興
一

同

小
川

貴
紀

同

平
手
健
太
郎

名
古
屋
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

名
古
屋
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
各
通
）

同

小
林

健
留

名
古
屋
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
名
古
屋
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
豊
橋
支
部
勤
務
を
命
ず
る

豊
橋
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

堀

一
策

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

名
古
屋
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

高
木
寿
美
子

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
一
宮
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
名
古
屋
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

名
古
屋
地
方
裁
判
所
一
宮
支
部
勤
務
を
命
ず
る

一
宮
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

小
川

貴
寛

同

島
田

尚
人

同

棚
村

治
邦

津
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
津
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

津
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
各
通
）

同

松
井

雅
典

金
沢
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
金
沢
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

金
沢
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る





公

告

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

同

中
畑

啓
輔

広
島
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

広
島
高
等
裁
判
所
岡
山
支
部
勤
務
を
命
ず
る

岡
山
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

石
川

慧
子

広
島
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

広
島
高
等
裁
判
所
松
江
支
部
勤
務
を
命
ず
る

松
江
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

大
久
保
優
子

広
島
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
広
島
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

広
島
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

澤
田

博
之

広
島
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
広
島
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

広
島
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

沖
本

尚
紀

岡
山
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
岡
山
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

岡
山
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

高
山

慎

福
岡
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

福
岡
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

北
川

幸
代

大
分
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
大
分
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

大
分
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

宮
川

広
臣

熊
本
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
熊
本
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

熊
本
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

村
木

洋
二

仙
台
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

仙
台
高
等
裁
判
所
秋
田
支
部
勤
務
を
命
ず
る

秋
田
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

小
林

礼
子

仙
台
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
仙
台
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

仙
台
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

佐
野

倫
久

仙
台
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

仙
台
地
方
裁
判
所
大
河
原
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
仙
台
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

仙
台
家
庭
裁
判
所
大
河
原
支
部
勤
務
を
命
ず
る

大
河
原
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

南
雲

大
輔

仙
台
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

仙
台
地
方
裁
判
所
石
巻
支
部
勤
務
を
命
ず
る

仙
台
地
方
裁
判
所
石
巻
支
部
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
仙
台
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

仙
台
家
庭
裁
判
所
石
巻
支
部
勤
務
を
命
ず
る

仙
台
家
庭
裁
判
所
石
巻
支
部
長
を
命
ず
る

石
巻
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

石
巻
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

同

大
倉

靖
広

札
幌
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

札
幌
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

渡
邉

充
昭

札
幌
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
札
幌
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

札
幌
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

三
重
野
真
人

同

石
原

和
孝

高
松
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

高
松
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
各
通
）

同

宮
崎
純
一
郎

徳
島
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

兼
ね
て
徳
島
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

徳
島
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

同

能
宗

美
和

松
山
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部
勤
務
を
命
ず
る

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
松
山
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

松
山
家
庭
裁
判
所
宇
和
島
支
部
勤
務
を
命
ず
る

松
山
家
庭
裁
判
所
宇
和
島
支
部
長
を
命
ず
る

宇
和
島
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

宇
和
島
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す

る
者
に
指
名
す
る

大
阪
高
等
裁
判
所
判
事
・
大
阪
簡

易
裁
判
所
判
事

山
田

智
子

神
戸
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

神
戸
地
方
裁
判
所
明
石
支
部
勤
務
を
命
ず
る

神
戸
地
方
裁
判
所
明
石
支
部
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
神
戸
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

神
戸
家
庭
裁
判
所
明
石
支
部
勤
務
を
命
ず
る

神
戸
家
庭
裁
判
所
明
石
支
部
長
を
命
ず
る

明
石
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

明
石
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る
（
以
上
十
月
十
六
日
）

諸

事

項





令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止及び免責許可決定






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続終結

免責許可決定






〇 〇

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

(
分
冊
の

)






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

小規模個人再生による再生計
画認可






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






高速道路工事一部完了公告
本会社において、高速道路の工事を下記のとおり一部完了しますので、道路整備特別措置法第22条
第２項の規定に基づき公告します。
令和８年 11 月５日 東日本高速道路株式会社

代表取締役社長 吉岡 幹夫
記

路 線 名 工 事 の 区 間 工事の種類 工事完了の日

一般国道468号
（首都圏中央連絡自動車道）

千葉県成田市吉岡から
千葉県香取郡多古町喜多まで

新設工事 令和８年11月６日

東関東自動車道水戸線
大栄ジャンクション

千葉県成田市吉岡 改築工事 令和８年11月６日

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

公文書等の管理に関する独立行政法人農林水産消費安全技術セ
ンター公示第４号

公文書等の管理に関する法律施行令（平成22年政令第250号）第17条の規定に基づき、公文書等の
管理に関する法律（平成21年法律第66号）第11条第３項の事務所の場所を変更したので、次のとおり
公示する。
令和８年 11 月５日 独立行政法人農林水産消費安全技術センター理事長 木内 岳志

変更前 愛知県名古屋市中区三の丸一丁目２番２号 名古屋農林総合庁舎２号館
独立行政法人農林水産消費安全技術センター名古屋センター業務管理課内

変更後 愛知県名古屋市千種区四谷通三丁目６番２号
独立行政法人農林水産消費安全技術センター名古屋センター業務管理課内

特定空家等の除去命令の公告

空家等対策の推進に関する特別措置法（平成26
年法律第127号）第２条第２項に規定する特定空
家等であると認められる次の建築物について、そ
の所有者又は管理者（以下「所有者等」という。）
を確知できないため、同法第22条第10項の規定に
より公告する。
令和８年 11 月５日

五所川原市長 佐々木孝昌
１ 対象となる特定空家等の概要
所在地 五所川原市大字飯詰字白旗133
家屋番号 133番
用途 居宅
構造 木造
延床面積 6930平米

２ 所有者等に命じる必要な措置の内容
１の特定空家等を除却するとともに、建築物
の内部及びその敷地内に残置されている動産等
について、これを搬出し適切に処理すること。
３ 所有者等に命じる理由
１の特定空家等は、柱の傾斜や構造上主要な
部分（土台、柱、はり等）の著しい腐朽・破損・
変形、外壁仕上げ材の剥落・腐朽・破損等が確
認され、今後さらなる倒壊や破損部材の飛散等
により、周囲に人的被害等が危惧されるなど、
著しく保安上危険となるおそれのある状態であ
るため。
４ 措置の期限
令和８年12月４日

５ 五所川原市長による措置
五所川原市長又はその命じた者若しくは委任
した者が、法第22条第10項の規定により当該措
置を行う。なお、所有者等が確知された場合は、
当該措置に要した費用を徴収する。
６ 動産の取扱い
五所川原市長又はその命じた者若しくは委任
した者が、２の措置を行うときは、建築物の内
部及びその敷地に存ずる動産等を撤去・処分す
る。
動産等について権利等を主張しようとする者
は、４の措置の期限の前日までに運び出すこと。
７ 五所川原市役所の掲示場への掲示
本公告の内容については、青森県五所川原市
字布屋町41番地１の五所川原市役所の掲示場お
よび五所川原市ホームページにおいて掲示す
る。

農業協同組合法第73条第４項
で準用する法第64条の２の届
出に関する公告

下記に掲げる農事組合法人であって、本日現在
において、当該農事組合法人に関する登記が最後
にあった日から５年を経過しているものは、事業
を廃止していないときは、２箇月以内に農業協同
組合法施行規則（平成17年農林水産省令第27号）
第 208条の２で定めるところにより、所管の行政
庁に、その旨の届出をされたい。

なお、当該農事組合法人が本日から２箇月以内
に、その届出をせず、また、当該農事組合法人に
関する登記がされないときは、当該農事組合法人
は、その期間の満了の時に解散したものとみなさ
れる。
令和８年 11 月５日

福岡県知事 服部誠太郎
記

農事組合法人上吉田共同畜産組合
福岡県田川市大字夏吉1468番地
農事組合法人椎田干拓組合
福岡県築上郡築上町大字湊1355番地
農事組合法人芥屋花き組合
福岡県糸島市志摩芥屋１番地の１
農事組合法人前田牧場
福岡県北九州市小倉南区大字新道寺3090番地
農事組合法人山田有機農業センター
福岡県嘉麻市熊ヶ畑1947番地の２
農事組合法人竹原営農
福岡県宮若市竹原506番地１
農事組合法人赤村花卉生産営農組合
福岡県田川郡赤村大字赤909番地１
農事組合法人ＫＭＤ山川
福岡県みやま市山川町尾野1439番地２
農事組合法人うえき
福岡県直方市大字植木2425番地１
農事組合法人下岩丸
福岡県築上郡築上町大字岩丸2190番地１
農事組合法人長峰
福岡県八女市宅間田571番地１
農事組合法人大富の里
福岡県豊前市大字鳥越208番地
農事組合法人アグリ宮若
福岡県宮若市小伏1397
農事組合法人ネクストファーマーズ
福岡県朝倉郡筑前町三並1472番地１
農事組合法人はやぶさ小牧
福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧1139番地１
農事組合法人九州グリーンファーム
福岡県糸島市飯原1000番地
農事組合法人横山酪農組合
福岡県宗像市山田1802番地２


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会
社
そ
の
他
の
公
告

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

青
森
県
八
戸
市
内
丸
二
丁
目
一
番
四
号

有
限
会
社
鞍
馬

清
算
人

田
中

實

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

仙
台
市
青
葉
区
小
松
島
四
丁
目
一
六
番
一
五
号
ド

エ
ル
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
二
〇
三

舩
木
株
式
会
社

代
表
清
算
人

舩
木

健
光

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
一
七
番

二
一
号
高
砂
武
蔵
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
二
階

株
式
会
社
櫻
清
舎

代
表
清
算
人

小
栁

壮
輔

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

埼
玉
県
川
口
市
川
口
五
丁
目
一
六
番
一
二
号
ヴ
ィ

ラ
ア
ン
フ
ォ
ラ
二
〇
一
号
室

未
来
合
同
会
社

清
算
人

劉

明
艶

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

千
葉
県
市
川
市
市
川
二
丁
目
一
五
番
一
号

有
限
会
社
ア
マ
ッ
ク
ス

清
算
人

秋
元

幸
男

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

千
葉
県
柏
市
柏
三
丁
目
七
番
二
一
椎
名
ビ
ル
一
〇

一
号株

式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｘ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ｔ

代
表
清
算
人

仲
川

弘
基

債
権
申
出
先
メ
ー
ル

n
a
k
a
g
a
w
a
@
6sen
se.co

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
南
初
富
四
丁
目
一
五
番
五
四
号

有
限
会
社
ナ
オ
テ
ッ
ク

清
算
人

遠
藤

尚
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

千
葉
県
木
更
津
市
東
中
央
一
丁
目
三
番
六
号
ゆ

み
ー
る
東
中
央
四
番
館
二
階

株
式
会
社
ド
ロ
ッ
プ

代
表
清
算
人

鈴
木

蘭

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

千
葉
県
八
街
市
沖
一
一
三
七
番
地

合
同
会
社
イ
ー
ジ
ー
レ
ン
タ
ル

清
算
人

張

堅

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
階

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ツ
ナ
グ

Ｆ
ｏ
ｏ
ｔ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ

清
算
人

田
口

潤
人

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
五
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
港
区
白
金
三
丁
目
二
三
番
二
号
白
金
高
輪

レ
ジ
デ
ン
ス
五
〇
七

合
同
会
社
ル
ナ
リ
ュ
ク
ス

清
算
人

古
屋

七
重

解
散
公
告

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
十
一

月
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
四
番
一
号

一
般
社
団
法
人
Ｔ
ｒ
ｉ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

代
表
清
算
人

三
品

貴
仙

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ト
ー
メ
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
合
同
会
社

清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
板
橋
区
前
野
町
一
丁
目
一
二
番
四
号

株
式
会
社
前
田
総
研

代
表
清
算
人

小
嶋

明
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
三
番
一
三
号
西
新

宿
水
間
ビ
ル
二
Ｆ

株
式
会
社
ｄ
ｏ
ｒ
ｏ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

代
表
清
算
人

石
川

剛
史





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
東
村
山
市
久
米
川
町
二
丁
目
八
番
地
二
六

株
式
会
社
豊
田
商
会

代
表
清
算
人

豊
田
美
楠
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
中
央
区
東
日
本
橋
三
丁
目
八
番
一
号
建
石

ビ
ル
三
階

株
式
会
社
か
え
で

代
表
清
算
人

大
田

健
介

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
株
主
総
会
の
決
議
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
一
丁
目
七
番
八
号

Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
秋
葉
原
Ⅳ
二
Ｆ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｉ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

蘇

子

瑄

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
一
丁
目
三
〇
番
一
四
号
ラ

イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
東
池
袋
一
〇
〇
二

東
籬
貿
易
合
同
会
社

清
算
人

張

宇

辰

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
小
金
井
市
緑
町
五
丁
目
三
番
二
五

二
〇

一
号

K
y
lin
S
w
a
llo
w
株
式
会
社

代
表
清
算
人

戴

夏

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
番
地
六

一
六

ヤ
マ
ト
ビ
ル
四
〇
五

C
h
efS
ec 株
式
会
社

代
表
清
算
人

後
藤

隆
治

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

株
式
会
社
牟
礼
プ
ロ
パ
テ
ィ

代
表
清
算
人

粟
国

正
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
新
宿
区
富
久
町
一
六
番
一
〇
号

株
式
会
社
プ
ラ
テ
ッ
ク

代
表
清
算
人

池
田

正
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
板
橋
区
仲
宿
六
三
番
七
号
Ｏ
Ｅ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
Ｂ
ｌ
ｄ
ｇ
．
二
〇
二
号

Ａ
Ａ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

董

建
偉

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八
番
三
号
ト
ラ

ス
ト
タ
ワ
ー
本
館
二
〇
階

Ｉ
ｎ
ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｅ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
合
同
会
社

清
算
人

川
島

僚
介

解
散
公
告

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
十
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｈ
０
５
３

代
表
清
算
人

粟
国

正
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
令
和
八
年
十
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

オ
ー
キ
ッ
ド
イ
ン
フ
ラ
フ
ァ
ン
ド
合
同
会
社

清
算
人

粟
国

正
樹

解
散
公
告

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
十
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号オ

ー
キ
ッ
ド
イ
ン
フ
ラ
フ
ァ
ン
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
一
般
社
団
法
人

代
表
清
算
人

粟
国

正
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
Ｆ

株
式
会
社
Ｓ
＆
Ｇ

代
表
清
算
人

加
藤

剛
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
江
戸
川
区
西
小
岩
五
丁
目
一
三
番
一
三
小

出
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
六
号
室

寅
木
株
式
会
社

代
表
清
算
人

董

建
偉

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
致
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号

Ｈ
ｉ
ｊ
ｅ
ｔ
マ
ス
タ
ー
リ
ー
ス
合
同
会
社

清
算
人

遠
山

壮
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
一
番
地
ハ
イ
ム
七
一
七

オ
ウ
ル
ソ
ウ
ル
ズ
有
限
会
社

清
算
人

髙
橋

典
子





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
江
東
区
新
大
橋
二
丁
目
一
五
番
地
二
号
一

〇
二

パ
イ
ク
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

梶
野
竜
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
目
黒
区
緑
が
丘
二
丁
目
一
七
番
一
七
号

有
限
会
社
坂
井
屋
京
城
園

清
算
人

平
原
亜
也
子

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
丁
目
一
番
六
号

一
般
社
団
法
人
Ｒ
Ｆ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

代
表
清
算
人

石
本

忠
次

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八
番
二
号

Ｍ
ａ
ｓ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ

Ｇ
ｕ
ｍ
ｉ

Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ

合
同
会
社

清
算
人

福
永

隆
明

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
七
番
二
号

合
同
会
社
Ｈ
ｉ
Ｊ
ｏ
Ｊ
ｏ

Ｆ
ｕ
ｎ
ｄ
４
６

清
算
人

Ｈ
ｉ
Ｊ
ｏ
Ｊ
ｏ
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

加
藤

光
生

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
世
田
谷
区
尾
山
台
二
丁
目
二
九
番
二
〇
号

株
式
会
社
ゴ
ブ
リ
ン

代
表
清
算
人

傅

超

閣

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
昭
島
市
大
神
町
一
丁
目
一
二
番
七
号

有
限
会
社
根
本
製
作
所

清
算
人

根
本

宣
廣

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
武
蔵
野
市
御
殿
山
二
丁
目
二
番
一
六
号

ハ
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
浦

仁

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
、
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
町
田
市
相
原
町
一
七
〇
七
番
地

株
式
会
社
マ
イ
ネ

代
表
清
算
人

峯

雅
通

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
品
川
区
西
品
川
二
丁
目
二
番
二
一
号

株
式
会
社
豊
岡
製
作
所

代
表
清
算
人

豊
岡
美
奈
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
目
黒
区
中
根
二
丁
目
一
七
番
二
四
号

有
限
会
社
三
光
山

清
算
人

矢
澤
亜
矢
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
浜
松
町
一
一

二
八

五

〇
九

東
瑜
株
式
会
社

代
表
清
算
人

楊

璧
瑜

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

川
崎
市
幸
区
鹿
島
田
二
丁
目
三
番
一
五
号

有
限
会
社
平
間
鈑
金
工
業

清
算
人

鈴
木

悦
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

神
奈
川
県
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
上
菅
田
町
九
七
番

地
四

株
式
会
社
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
清
算
人

坂
谷

孝
志

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
四
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
山
西
二
八
七
番
地
の
八

シ
ー
サ
イ
ド
ハ
イ
ム
カ
ト
ウ
Ⅱ
一
〇
一

株
式
会
社
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

代
表
清
算
人

岡

春
翔

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

横
浜
市
神
奈
川
区
松
ケ
丘
八
四
番
地

有
限
会
社
イ
ト
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

清
算
人

伊
東

洋

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

横
浜
市
戸
塚
区
平
戸
町
一
〇
九
七
番
地
一
二
一

大
冷
工
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

二
宮

義
昭





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

神
奈
川
県
藤
沢
市
善
行
四
丁
目
三
七
八
一
番
地
の
四

株
式
会
社
ワ
イ
エ
ム
エ
イ
チ

代
表
清
算
人

加
藤

麻
由

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
渡
田
一
丁
目
二
番
二

〇

四
〇
六

Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
ａ
ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
合
同
会
社

清
算
人

日
野

哲
則

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
三
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

神
奈
川
県
鎌
倉
市
小
町
二
丁
目
一
八
番
二
〇
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｔ
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
鎌
倉

清
算
人

島
津
克
代
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

横
浜
市
神
奈
川
区
台
町
八
番
地
一
四

三
〇
三
号

合
同
会
社
協
和
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト

清
算
人

大
場

健
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

富
山
県
小
矢
部
市
畠
中
町
五
番
一
二
号

有
限
会
社
宮
本
刷
毛
製
作
所

清
算
人

宮
本

勲

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

富
山
市
中
冨
居
新
町
五
番
一
〇
号

ガ
ラ
ス
テ
ッ
ク
有
限
会
社

清
算
人

松
本

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

長
野
県
小
諸
市
大
字
西
原
四
八
八
番
地
一

合
同
会
社
マ
コ
ッ
ト

清
算
人

宮
澤

誠

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
大
平
七
一
五
番
地
の
一
四

ア
ル
プ
ス
工
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

石
川

和
俊

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

静
岡
市
駿
河
区
西
脇
二
六
三
番
地
の
一

株
式
会
社
塩
川
光
明
堂

代
表
清
算
人

奥
山

喜
茂

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

名
古
屋
市
天
白
区
梅
が
丘
四
丁
目
一
七
〇
一
番
地

株
式
会
社
ベ
ル
テ
ク
ノ
ス

代
表
清
算
人

古
橋

澄
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
十
月
一

日
に
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
大
谷
下
一
三
番
地
三

株
式
会
社
Ｊ
Ｊ

代
表
清
算
人

眞
木

一
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

愛
知
県
小
牧
市
小
木
四
丁
目
二
五
三
番
地

株
式
会
社
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

代
表
清
算
人

鈴
木

高
行

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

愛
知
県
豊
田
市
東
山
町
二
丁
目
一
〇
七
二
番
地
四

〇
セ
ジ
ュ
ー
ル
東
山
二
〇
二

合
同
会
社
こ
む
ぎ

清
算
人

水

基
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

名
古
屋
市
港
区
大
手
町
五
丁
目
三
四
番
地
の
二

Ｒ
Ａ
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
合
同
会
社

代
表
清
算
人

カ
ー
ン
・
ハ
フ
ィ
ス
・
フ
ァ

イ
サ
ル

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
南
四
丁
目
一
番
七
号
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ａ
＋
α
名
駅
南
二
〇
一
号
室

華
成
株
式
会
社

代
表
清
算
人

李

彤

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

滋
賀
県
長
浜
市
勝
町
一
一
五
番
地
松
風
ビ
ル
一

Ｆ
・
一
〇
一
号

朝
日
株
式
会
社

代
表
清
算
人

中
尾
松
大
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

滋
賀
県
長
浜
市
勝
町
一
一
五
番
地
松
風
ビ
ル
一

Ｆ
・
一
〇
二
号

中
偉
株
式
会
社

代
表
清
算
人

中
尾
松
大
郎





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

京
都
市
中
京
区
三
条
通
高
倉
西
入
ル
菱
屋
町
四
四

三
条
高
倉
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
四
〇
四
号

有
限
会
社
山
総
ア
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

清
算
人

大
野
治
右
衛
門

解
散
公
告

当
会
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日
付
け
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
会
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

京
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
小
深
田
四
〇
番
地

株
式
会
社
ヤ
マ
ト
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア

代
表
清
算
人

古
屋
健
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
市
大
正
区
三
軒
家
西
一
丁
目
三
番
二
二
号

ホ
ク
ト
Ｍ
＆
Ｔ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

上
村

竹
嘉

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
元
町
一
丁
目
九
番
一
七
号

有
限
会
社
ア
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

清
算
人

鉈
橋

淳
也

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
区
菅
原
四
丁
目
一
一

二

一
ビ
ス
タ
新
庄
ハ
イ
ツ
Ⅲ
八
〇
六
室新

程
株
式
会
社

代
表
清
算
人

西
貝

武

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
区
菅
原
四
丁
目
一
一

二

一
ビ
ス
タ
新
庄
ハ
イ
ツ
Ⅲ
八
〇
七
室山

松
株
式
会
社

代
表
清
算
人

西
貝

武

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
市
北
区
天
満
二
丁
目
一

一
二
天
満
橋
Ｓ
Ｅ

ビ
ル
四
階

誠
明
株
式
会
社

代
表
清
算
人

倪

涛

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
府
堺
市
堺
区
香
ヶ
丘
町
二
丁
七
番
二
二
号

有
限
会
社
ツ
ト
ム
経
営
研
究
所

清
算
人

森
下

京
子

解
散
公
告

当
社
は
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
解
散
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
市
西
区
立
売
堀
五
丁
目
一
番
一
一

一
三
一

〇
室

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

潘

松
媚

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
三
丁
目
六
番
八
号

エ
ナ
ジ
ー
メ
イ
ト
株
式
会
社

代
表
清
算
人

小
田

浩
平

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
五
番
一
七
号
新
聞
印

刷
本
社
ビ
ル
四
階

一
般
社
団
法
人
認
知
症
予
防
活
動
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム

代
表
清
算
人

歌
丸

和
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
区
菅
原
四
丁
目
一
一

二

一
ビ
ス
タ
新
庄
ハ
イ
ツ
Ⅲ
七
〇
七
室金

鑼
株
式
会
社

代
表
清
算
人

西
貝

武

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
府
貝
塚
市
水
間
二
六
一
番
地
三

一
般
社
団
法
人
黒
龍
大
神
吉
倉
講

代
表
清
算
人

大
橋

洋

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
瓦
屋
町
一
丁
目
九

一
八

ア
メ
ニ
テ
ィ
心
斎
橋
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ

八
〇
一

株
式
会
社
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ

代
表
清
算
人

王

人
馨

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
一
丁
目
三

五
リ
プ
ロ
南

船
場
Ｂ
二

伊
橋
Ｙ
Ｓ
Ｌ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

孫

月
如

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

兵
庫
県
芦
屋
市
呉
川
町
五
番
五

二
〇
二
号

株
式
会
社
イ
ー
ス
ト
ウ
ィ
ン
ド

代
表
清
算
人

野
村

峰
子

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
八
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

神
戸
市
長
田
区
寺
池
町
一
丁
目
六
番
七
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
輝
み
や
が
わ

清
算
人

藤
本

照
代





第 ７ 期 決 算 公 告
2026 年 11 月５日

千葉市美浜区ひび野一丁目４番３
ＭＩＣＥ ＩＲ千葉株式会社

代表取締役 金綱 一男
貸借対照表の要旨

(2026年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 36,860
資 産 合 計 36,860

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 
株 主 資 本 36,860
資 本 金 37,000
利 益 剰 余 金 139
その他利益剰余金 139
(うち当期純利益) (62)

負債・純資産合計 36,860

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

兵
庫
県
三
田
市
狭
間
が
丘
三
丁
目
六
番
地
の
六

有
限
会
社
エ
ム
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

清
算
人

松
嶋

康
介

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

兵
庫
県
芦
屋
市
前
田
町
二
番
二
三
号

有
限
会
社
ケ
イ
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
プ
ラ
イ

清
算
人

垣
田

照
雄

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
七
日
を
も
っ
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

奈
良
県
橿
原
市
四
条
町
七
七
四
番
地
の
五

特
定
非
営
利
活
動
法
人
木
の
家

和
（
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
）

清
算
人

堀
内

伸
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

岡
山
市
中
区
海
吉
二
一
一
〇
番
地
の
一
〇

有
限
会
社
ニ
ッ
タ
デ
ザ
イ
ン

清
算
人

新
田

秀

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
倉
敷
市
茶
屋
町
一
二
二
七
番
地
三

一
般
社
団
法
人
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ

Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ

ｒ
ｔ

代
表
清
算
人

和
久
野
一
貴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
備
前
市
西
片
上
一
二
一
八
番
地
の
二

株
式
会
社
Ｎ
Ｓ

代
表
清
算
人

丹

生

実

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

広
島
県
広
島
市
南
区
段
原
日
出
二
丁
目
一
〇
番
二

二
号

株
式
会
社
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ

代
表
清
算
人

山
本

竜
太

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

広
島
市
中
区
幟
町
二

一
〇
グ
ラ
デ
ィ
ス
幟
町
レ

ジ
デ
ン
ス
二
〇
二

合
同
会
社
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
Ｔ

清
算
人

西
山

珠
実

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

山
口
県
宇
部
市
東
新
川
町
一
番
三
三
号

株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
Ｓ

代
表
清
算
人

和
田

浩
義

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

高
知
県
安
芸
郡
芸
西
村
西
分
甲
二
六
五
四
番
地
一

株
式
会
社
お
る
き

代
表
清
算
人

山
本

隆
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
分
県
中
津
市
大
字
今
津
六
六
番
地
六

株
式
会
社
Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ

代
表
清
算
人

横
尾

千
里

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
下
祓
川
町
一
二
八
二
番
地
一

小
原
良
建
設
有
限
会
社

清
算
人

小
原

良
徳

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

鹿
児
島
市
草
牟
田
二

二
二

五

株
式
会
社
ポ
ッ
シ
ブ
ル

代
表
清
算
人

片
平

市
蔵

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
七
日
責
任
役
員
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

札
幌
市
豊
平
区
美
園
九
条
七
丁
目
四
番
二
一
号

日
本
基
督
教
団
十
二
使
徒
教
会

清
算
人

杉
本

和
道

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
並
び
に
北
海
道
知
事
の
認
可
に
よ
り
令
和
八
年
九
月

一
日
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
一
月
四
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

札
幌
市
北
区
新
琴
似
九
条
一
丁
目
一
番
一
号

医
療
法
人
社
団
北
札
幌
病
院

清
算
人

小
川

秀
彰

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

兵
庫
県
尼
崎
市
浜
田
町
一
丁
目
四
二
番
地

合
同
会
社
尼
崎
メ
ー
タ
ー
工
業
所

代
表
清
算
人

杉
本
佳
世
子





第 11 期 決 算 公 告
令和８年９月 30 日
東京都台東区台東４33１クロスポイント御徒町８Ｆ

株式会社貴瞬
代表取締役 辻 瞬

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 6,856 流 動 負 債 4,272
固 定 資 産 1,228 固 定 負 債 1,785

株 主 資 本 2,025
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 2,015
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 2,012
(うち当期純利益) (884)

評価・換算差額等 1
その他有価証券評価
差額金 1

新 株 予 約 権 0
資 産 合 計 8,084 負債・純資産合計 8,084

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
一
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
並
び
に
埼
玉
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
令
和
八
年
十
月

六
日
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
一
月
四
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

埼
玉
県
所
沢
市
南
住
吉
二
一
番
三
一
号

医
療
法
人
番
場
会

清
算
人

番
場

圭
介

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
四
日
を
も
っ
て
、
解

散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
一
月
四
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
府
中
市
白
糸
台
三
丁
目
二
番
地
一

一
〇

七
号

医
療
法
人
明
豊
会

清
算
人

河
西

徹

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
三
日
開
催
の
責
任
役
員

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十
六

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
十
一
月
五
日

富
山
県
高
岡
市
荒
見
崎
一
一
〇
番
地

宗
教
法
人
龍
吟
寺

清
算
人

宮
村

朋
希

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
社
員
総
会
の
決
議
に

よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
一
月
二
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

長
野
県
北
佐
久
郡
立
科
町
大
字
芦
田
一
一
六
五
番

地

医
療
法
人
清
蓼
会

清
算
人

岩
下

日
和

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十

一
月
二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
一
〇
番
一
号
六
本
木

ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
一
五
階

医
療
法
人
社
団
相
生
会

清
算
人

中
西
比
呂
子

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
八
月
二
十
七
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
及
び
東
京
都
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年

九
月
七
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八

年
十
月
三
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
葛
飾
区
堀
切
三
丁
目
五
番
二
号
一
階

医
療
法
人
社
団
敬
芳
会

清
算
人

山
崎

眞
澄





第 12 期決算公告 令和８年11月５日
東京都千代田区神田神保町三丁目４番地29
九段下ＳＳＴビル401

株式会社ヒューマン・コネクト
代表取締役 大西 俊彦

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 102,382
固 定 資 産 241,430
資 産 合 計 343,812

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 46,423
固 定 負 債 5,590
株 主 資 本 291,799
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 281,799
利 益 準 備 金 437
その他利益剰余金 281,361
(うち当期純利益) (40,678)

負債・純資産合計 343,812

第 12 期決算公告 令和８年10月27日
東京都千代田区九段南三丁目７番14号

株式会社リライフ
代表取締役 鈴木 卓人

貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 426,698
固 定 資 産 221,158
資 産 合 計 647,856

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 349,727
固 定 負 債 127,169
負 債 合 計 476,896
株 主 資 本 170,959
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 160,959
その他利益剰余金 160,959
(うち当期純利益) (1,785)
純資産合計 170,959
負債・純資産合計 647,856

第 ７ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
東京都港区南青山四丁目２番12511号
株式会社３Ｄサイエンスゴルフ

代表取締役 松本 協
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 100,117
固 定 資 産 18,815
合 計 118,932

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 69,024
固 定 負 債 18,765
株 主 資 本 31,141
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 30,141
その他利益剰余金 30,141
(うち当期純利益) (3,146)
合 計 118,932

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

記
年

度
番

号
商
号
又
は

名
称

免
許
証

番
号

(代
表
者

の
)氏
名

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

営
業
保
証
金

相
当
額

令
８
不
保
867

株
式
会
社
ケ
ー

ズ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

北
海
道
知
事

石
狩

7874

代
表
取
締
役

小
倉
啓
悦

北
海
道
札
幌
市
北
区
北
７

条
西
２

６

1000万
円

令
８
不
保
868

株
式
会
社
カ
ム

ズ
・
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

北
海
道
知
事

石
狩

8426

代
表
取
締
役

加
茂
章

北
海
道
札
幌
市
東
区
北
18

条
東
16
２

７

1000万
円

宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協
会
弁
済
業
務
保
証
金
取
り
も
ど
し
公
告

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
64条
の
11第
４
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
不
動
産
保
証
協
会
（
以
下
「
保
証
協
会
」
と
い
う
。）の
社
員
で
あ
る
下
記
の
者
と
、
宅
地
建
物
の
取

引
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
債
権
に
つ
き
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
64条
の
８
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
弁
済

の
権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
６
箇
月
以
内
に
同
法
施
行
規
則
第
26条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る

認
証
申
出
書
３
通
を
保
証
協
会
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
認
証
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
下
記
の
者
に
係

る
弁
済
業
務
保
証
金
分
担
金
は
同
人
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
11
月
５
日

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３
番
30号

公
益
社
団
法
人
不
動
産
保
証
協
会





令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

令８不保869 株式会社キョ
ウドウ

青森県知事
3539

代表取締役
澁谷久人

青森県弘前市大字一町
田字村元524４

1000万円

令８不保870 株式会社ワン
ズホーム

宮城県知事
5819

代表取締役
岩淵千夏

宮城県仙台市青葉区川
平５４30

1000万円

令８不保871 アートハウス
株式会社

宮城県知事
6174

代表取締役
髙橋正宏

宮城県仙台市太白区長
町南３２７

1000万円

令８不保872 エムケイ開発
有限会社

山形県知事
2230

取締役
三浦要子

山形県南陽市赤湯
2856１

1000万円

令８不保873 株式会社アー
ベルワン

茨城県知事
6857

代表取締役
室井武志

茨城県水戸市見川２
19818

1000万円

令８不保874 住まいる工房 茨城県知事
7706

鈴木拓也 茨城県土浦市下高津
３４８

1000万円

令８不保875 合同会社ダイ
サワ

群馬県知事
7667

代表社員
大澤能人

群馬県高崎市足門町
1725３

1000万円

令８不保876 株式会社リス
テート

埼玉県知事
25829

代表取締役
小林陽子

埼玉県さいたま市桜区
栄和３1113

1000万円

令８不保877 有限会社リ
ニューアルハ
ウス

千葉県知事
9211

取締役
平山輝己

千葉県八千代市勝田台
３1519

1000万円

令８不保878 株式会社創建
マンションセ
ンター

東京都知事
29537

代表取締役
足立好康

東京都新宿区新宿１
1215

1000万円

令８不保879 有限会社トマ
トホーム

東京都知事
51892

取締役
小林篤

東京都大田区南蒲田
３５９

1000万円

令８不保880 松本建設株式
会社

東京都知事
83085

代表取締役
松本良哲

東京都青梅市新町７
1610

1000万円

令８不保881 株式会社デュ
アルタップ

東京都知事
86482

代表取締役
臼井貴弘

東京都中央区日本橋久
松町４７

1000万円

令８不保882 株式会社ＫＧ
キャピタル

東京都知事
97047

代表取締役
陣内［藤原］
加奈子

東京都港区虎ノ門４
３１

1000万円

令８不保883 株式会社都市
リアルエス
テート

東京都知事
98179

代表取締役
本幸裕

東京都中央区日本橋
３15５

1000万円

令８不保884 戸田建商株式
会社

東京都知事
51565

代表取締役
矢島久尚

東京都世田谷区宇奈根
１1822

1000万円

令８不保885 株式会社ライ
クホーム

東京都知事
105786

代表取締役
星野美穂

東京都千代田区内神田
２10２

1000万円

令８不保886 株式会社光和 東京都知事
107470

代表取締役
桑島瑞二

東京都小平市学園西町
３１４

1000万円

令８不保887 株式会社ＨＭ
ＳＰｒｏｐｅ
ｒｔｙＣｏ．

東京都知事
110891

代表取締役
末長和樹

東京都世田谷区大原
１3218

1000万円

令８不保888 ａ２４．株式
会社

東京都知事
111347

代表取締役
松井寛之

東京都練馬区豊玉北
１６２

1000万円

令８不保889 ＣｏｚｙＦｉ
ｅｌｄＣｏｎ
ｓｕｌｔａｎ
ｔ

東京都知事
111481

三上達之 東京都千代田区東神田
２９６

1000万円

令８不保890 ＲＥＤ合同会
社

東京都知事
114049

代表社員
赤﨑等

東京都江戸川区平井
５38３

1000万円

令８不保891 株式会社イー
ホーム

神奈川県知事
27811

代表取締役
飯田孝太郎

神奈川県川崎市川崎区
追分町１12

1000万円

令８不保892 有限会社ホー
ムクリエート

新潟県知事
4751

代表取締役
石田益男

新潟県新潟市西区寺尾
東２1410

1000万円

令８不保906 ＬＩＥＮ株式
会社

大阪府知事
62989

代表取締役
小川正司

大阪府大阪市淀川区塚
本３４10

1000万円

令８不保907 銘安合同会社 大阪府知事
67309

代表社員
吴鑫

大阪府大阪市中央区平
野町１８13

1000万円

令８不保908 有限会社デザ
イン工房

奈良県知事
4312

代表取締役
吉田隆吾

奈良県橿原市土橋町
381１

1000万円

令８不保909 株式会社Ｓ．
Ｙ．Ｕ．

岡山県知事
5820

代表取締役
新谷真司

岡山県岡山市北区天瀬
南町８30１

1000万円

令８不保910 株式会社松田 岡山県知事
5974

代表取締役
松田次歳

岡山県岡山市北区東古
松３1232

1000万円

令８不保911 株式会社アバ
ンセ

広島県知事
11143

代表取締役
増田雅成

広島県広島市中区富士
見町1317

1000万円

令８不保912 株式会社Ｎｅ
ｘｔｉｎｎｏ
ｖａｔｉｏｎ

広島県知事
11619

代表取締役
青木貴裕

広島県廿日市市四季が
丘９４４

1000万円

令８不保913 ＪＮＴ不動産 福岡県知事
21199

長野純也 福岡県久留米市六ツ門
町４６

1000万円

令８不保914 盛栄不動産 鹿児島県知事
5424

永野盛榮 鹿児島県鹿屋市寿４
５27

1000万円

令８不保915 株式会社ＳＬ
Ｋ

沖縄県知事
5771

代表取締役
仲里瞬

沖縄県那覇市宇栄原
６14５

1000万円

令８不保893 ＭＯＩＳ株式
会社

岐阜県知事
5037

代表取締役
森雅彦

岐阜県岐阜市須賀４
1020

1000万円

令８不保894 名豊観光株式
会社

愛知県知事
24879

代表取締役
藤野智洋

愛知県豊橋市築地町17 1000万円

令８不保895 株式会社グラ
ンドワークス

愛知県知事
24884

代表取締役
平松利之

愛知県清須市一場
761２

1000万円

令８不保896 株式会社コロ
ナ

滋賀県知事
3580

代表取締役
藤田由美子

滋賀県野洲市北野１
４11

1000万円

令８不保897 株式会社たぬ
きホーム

滋賀県知事
3873

代表取締役
長尾一志

滋賀県近江八幡市中小
森町327７

1000万円

令８不保898 株式会社ｔｓ
ｕｎａｇｕ

滋賀県知事
4051

代表取締役
向井淳悟

滋賀県栗東市辻405
１

1000万円

令８不保899 京都不動産 京都府知事
12790

大森健次 京都府京都市右京区西
院西田町48

1000万円

令８不保900 ハグ・トラス
ト株式会社

京都府知事
14362

代表取締役
浅居裕稀

京都府京都市山科区東
野中井ノ上町７73

1000万円

令８不保901 株式会社ライ
ブホーム

大阪府知事
45124

代表取締役
速見晃

大阪府大阪市住之江区
浜口東１１104

1000万円

令８不保902 理財サポート
オフィス

大阪府知事
44479

嶋野美知子 大阪府大阪市北区西天
満３５２

1000万円

令８不保903 フルハウスコ
ーポレーショ
ン株式会社

大阪府知事
34883

代表取締役
丹羽眞澄

大阪府大阪市北区浪花
町２７

1000万円

令８不保904 マックスコー
ポレーション
株式会社

大阪府知事
55941

代表取締役
木村実

大阪府大阪市東淀川区
東淡路４17２

1000万円

令８不保905 株式会社ジ
ミーズ

大阪府知事
59015

代表取締役
伊吹慶太

大阪府大阪市生野区林
寺３４９

1000万円






第 15 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
東京都港区南青山四丁目２番12511号
株式会社
プロパティーラダーマネージメント

代表取締役 松本 協
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 4,128
固 定 資 産 1,154
合 計 5,282

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,947
固 定 負 債 
株 主 資 本 2,335
資 本 金 100
利 益 剰 余 金 2,235
その他利益剰余金 2,235
(うち当期純利益) (830)
合 計 5,282

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
東京都千代田区神田須田町一丁目３番33号
イーメディカルジャパン株式会社

代表取締役 田村 考
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 23
合 計 23

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 167
株 主 資 本  144
資 本 金 99
資 本 剰 余 金 400
資 本 準 備 金 400
利 益 剰 余 金  643
その他利益剰余金  643
(うち当期純損失) (16)
合 計 23

決算公告 令和８年11月５日
東京都港区虎ノ門二丁目６番１号
虎ノ門ヒルズステーションタワー19階

株式会社Garden
代表取締役 清塚 徳

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 200,000
固 定 資 産 6,675,000,000
合 計 6,675,200,000

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 805,000
株 主 資 本 6,674,395,000
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 6,674,900,000
資 本 準 備 金 100,000
その他資本剰余金 6,674,800,000
利 益 剰 余 金 605,000
その他利益剰余金 605,000
(うち当期純損失) (605,000)
合 計 6,675,200,000

第 51 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
神奈川県川崎市川崎区日進町１番地

株式会社さいか屋友の会
代表取締役 池田 浩行

貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 37,081
固 定 資 産 36,166
合 計 73,247

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 43,125
株 主 資 本 30,122
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 122
利 益 準 備 金 250
その他利益剰余金 127
(うち当期純利益) (446)
合 計 73,247

第 38 期決算公告 令和８年11月５日
神奈川県横須賀市大滝町１丁目９番地

アルファトレンド株式会社
代表取締役 山野井輝夫

貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 78,513
固 定 資 産 465
合 計 78,978

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 8,615
固 定 負 債 16,236
株 主 資 本 54,126
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 34,126
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 29,126
(うち当期純利益) (876)
合 計 78,978

第 10 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

福岡市西区拾六町三丁目13番12号
株式会社グッドライト
代表取締役 髙木 正太

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 366,534
固 定 資 産 1,271,820
合 計 1,638,354

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 268,237
固 定 負 債 1,112,841
株 主 資 本 257,275
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 252,275
利 益 準 備 金 300
その他利益剰余金 251,975
(うち当期純利益) (100,524)
合 計 1,638,354

第 13 期 決 算 公 告
2026 年７月 30 日
大阪市淀川区十三本町二丁目17番85号

一般財団法人武田薬品共済会
代表理事 篠原 正人

貸借対照表の要旨
(2026年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部

流 動 資 産 611,348
固 定 資 産 641,216
資 産 合 計 1,252,564

負
債
及
び
正

味
財
産
の
部

流 動 負 債 13,293
負 債 合 計 13,293
一般正味財産 1,239,271
正味財産合計 1,239,271
負債正味財産合計 1,252,564

貸借対照表の要旨(令和８年１月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,325
固 定 資 産 65,364
資 産 合 計 66,690

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 8,602
固 定 負 債 91,331
株 主 資 本 33,243
資 本 金 15,000
利 益 剰 余 金 48,243
利 益 準 備 金 2,812
その他利益剰余金 51,055
(うち当期純損失) (3,795)

負債・純資産合計 66,690

決 算 公 告
令和８年 11 月５日
東京都品川区南大井六丁目12番３号

アサヒバルブ製造株式会社
代表取締役 浅野 良隆

第 21 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

東京都港区六本木一丁目６番１号
泉ガーデンタワー38階

ヘイズ・リソース・マネージメント・
ジャパン株式会社

代表取締役 征 魏
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 47,074,420
資 産 合 計 47,074,420

負
債
及
び

純
資
産
の
部

株 主 資 本 47,074,420
資 本 金 2,500,000
利 益 剰 余 金 44,574,420
その他利益剰余金 44,574,420
(うち当期純利益) (0)

負債・純資産合計 47,074,420

第 23 期 決 算 公 告
令和８年９月 29 日
東京都千代田区神田神保町一丁目44番２号

グリッドマーク株式会社
代表取締役 下山 二郎

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 233,542
固 定 資 産 34,443
資 産 合 計 267,985

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 189,506
固 定 負 債 319,041
株 主 資 本 240,562
資 本 金 65,006
資 本 剰 余 金 65,006
資 本 準 備 金 65,006
利 益 剰 余 金 370,574
その他利益剰余金 370,574
(うち当期純損失) (201,101)

負債・純資産合計 267,985

第 21 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

東京都目黒区青葉台二丁目19番10号
KoigakuboSC特定目的会社

取締役 町屋 義和

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 273
営 業 費 用 128
営 業 利 益 145
営 業 外 収 益 0
経 常 利 益 145
税引前当期純利益 145
法人税、住民税及び
事業税 1

当 期 純 利 益 144

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)(単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特定資産の部 4,316 流 動 負 債 156
固 定 資 産 4,316 固 定 負 債 45
有形固定資産 4,315 負 債 合 計 202
投資その他の資産 0 社 員 資 本 4,610

その他の資産の部 497 特 定 資 本 金 26
流 動 資 産 497 優 先 資 本 金 4,430

Ａ号優先資本金 3,210
Ｂ号優先資本金 1,219
剰 余 金 153
当期未処分利益 153
純資産合計 4,610

資 産 合 計 4,813 負債・純資産合計 4,813

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

東京都江戸川区北葛西四丁目14番１号
株式会社アセット・プロパティマネジメント

代表取締役 平田 一馬

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 高 3,926
売 上 原 価 932
売 上 総 利 益 2,994
販売費及び一般管理
費 1,500
営 業 利 益 1,493
営 業 外 収 益 3
営 業 外 費 用 195
経 常 利 益 1,301
特 別 利 益 
特 別 損 失 33
税引前当期純利益 1,268
法人税、住民税及び
事業税 431

法人税等調整額 7
当 期 純 利 益 828

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)(単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 727 流 動 負 債 23,187
固 定 資 産 31,436 固 定 負 債 1,295

負 債 合 計 24,483
株 主 資 本 7,681
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 5,000
その他資本剰余金 5,000
利 益 剰 余 金 2,581
利 益 準 備 金 23
その他利益剰余金 2,557
純資産合計 7,681

資 産 合 計 32,164 負債・純資産合計 32,164

第８期決算公告 令和８年11月５日
東京都千代田区九段南４８30

株式会社ｆｉｎｅｃｔ
代表取締役 岩下 英明

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 34,602,167
固 定 資 産 18,069,333
資 産 合 計 52,671,500

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11,846,867
株 主 資 本 40,824,633
資 本 金 30,000,000
資 本 剰 余 金 5,483,713
資 本 準 備 金 4,500,000
その他資本剰余金 983,713
利 益 剰 余 金 5,340,920
利 益 準 備 金 1,500,000
(うち当期純損失) (3,634,014)

負債・純資産合計 52,671,500

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
七
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
花
京
院
一
丁
目
二
番

三
号

ア
イ
テ
ィ
ー
ア
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

設
樂

幹
子

第 31 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
宮城県仙台市青葉区花京院一丁目２番３号

アイティーアール株式会社
代表取締役 設樂 幹子

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 
固 定 資 産 85,613
合 計 85,613

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 163
固 定 負 債 79,232
株 主 資 本 6,218
資 本 金 15,000
利 益 剰 余 金 8,781
利 益 準 備 金 4,050
その他利益剰余金 12,831
(うち当期純利益) (6,295)
合 計 85,613

第１期決算公告 令和８年11月５日
東京都渋谷区渋谷二丁目24番12号

株式会社マイクロニティ
代表取締役 山﨑祐一郎

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 619
固 定 資 産 581
資 産 合 計 1,200

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 410
株 主 資 本 790
資 本 金 10
資 本 剰 余 金 790
その他資本剰余金 790
利 益 剰 余 金 9
その他利益剰余金 9
(うち当期純損失) (9)

負債・純資産合計 1,200

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
一
億
三
四
四
九
万
六

千
円
減
少
し
九
七
九
五
万
三
千
円
と
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
八
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
港
区
東
麻
布
一
丁
目
二
八
番
一
二
号

株
式
会
社
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ａ
ｉ

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

代
表
取
締
役

呉

東
勲

第８期決算公告 令和８年11月５日
東京都港区東麻布一丁目28番12号
株式会社Goodai Global Japan

代表取締役 呉 東勲
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 3,163,206
固 定 資 産 1,176,485
資 産 合 計 4,339,692

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,379,918
その他引当金 192,627
固 定 負 債 83,840
株 主 資 本 1,875,933
資 本 金 9,900
利 益 剰 余 金 1,866,033
利 益 準 備 金 50,951
その他利益剰余金 1,916,985
(うち当期純損失) (410,746)

負債・純資産合計 4,339,692

第１期決算公告 令和８年11月５日

東京都渋谷区渋谷二丁目24番12号

株式会社Ｍｉｃｒｏｎｉｔｙ１

代表取締役 山﨑祐一郎
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 15,674
資 産 合 計 15,674

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 14,948
株 主 資 本 725
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 274
その他利益剰余金 274
(うち当期純損失) (274)

負債・純資産合計 15,674

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
千
四
百
九
十
五
万

円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
が
、
期
中
に
資
本
金
の
額
が
増
加
し
、
資
本

金
の
額
は
三
億
千
四
百
九
十
五
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
二
番
一
号

新
大
手
町
ビ
ル
三
階

Ｂ
ｅ
ｆ
ｆ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

長
野

幸
大

第３期決算公告 2026年11月５日
東京都千代田区大手町二丁目２番１号
新大手町ビル３階

Ｂｅｆｆ株式会社
貸借対照表の要旨(2025年12月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 229,492,702
固 定 資 産 58,846,480
資 産 合 計 288,339,182

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 30,091,281
固 定 負 債 7,980,000
株 主 資 本 250,267,901
資 本 金 40,000,000
資 本 剰 余 金 360,000,200
資 本 準 備 金 199,000,100
その他資本剰余金 161,000,100
利 益 剰 余 金 149,732,299
その他利益剰余金 149,732,299
(うち当期純損失) (94,167,544)

負債・純資産合計 288,339,182

第４期決算公告 令和８年11月５日
東京都調布市仙川町一丁目４番地38

株式会社ハヤシーズ
代表取締役 林 仁治

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 103,960
固 定 資 産 206,927
資 産 合 計 310,887

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 117,783
固 定 負 債 150,380
負 債 合 計 268,163
株 主 資 本 42,724
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 32,724
利 益 準 備 金 50
その他利益剰余金 32,674
(うち当期純利益) (22,857)
純資産合計 42,724
負債・純資産合計 310,887

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第１期決算公告 令和８年11月５日
東京都千代田区大手町二丁目３番２号

エスシー・ミネラルズ・ジャパン株式会社
代表取締役 渡辺 耕司

貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 12,747
合 計 12,747

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,833
株 主 資 本 8,914
資 本 金 6,500
資 本 剰 余 金 6,500
資 本 準 備 金 6,500
利 益 剰 余 金 4,085
その他利益剰余金 4,085
(うち当期純損失) (4,085)
合 計 12,747

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
百
六
十
万
円
減
少
し

金
四
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町
東
条
一
〇
九
三
番
地

南
宮
砂
利
株
式
会
社

代
表
取
締
役

御
子
柴
美
樹
夫

第 36 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
長野県下伊那郡阿南町東条1093番地

南宮砂利株式会社
代表取締役 御子柴美樹夫
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 49,265
固 定 資 産 18,142
合 計 67,407

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 16,139
固 定 負 債 39,928
株 主 資 本 11,340
資 本 金 41,600
利 益 剰 余 金 26,960
その他利益剰余金 26,960
(うち当期純利益) (28,761)
自 己 株 式 3,300
合 計 67,407

第２期決算公告 令和８年11月５日
東京都千代田区大手町二丁目３番２号

エスシー・ミネラルズ・ジャパン株式会社
代表取締役 渡辺 耕司

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 33,393
固 定 資 産 126,866
合 計 160,259

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 22,149
株 主 資 本 138,110
資 本 金 77,502
資 本 剰 余 金 77,502
資 本 準 備 金 77,502
利 益 剰 余 金 16,893
その他利益剰余金 16,893
(うち当期純損失) (12,807)
合 計 160,259

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

静
岡
県
富
士
市
今
泉
三
条
三
一
五
番
地

株
式
会
社
マ
イ
プ
ロ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

久
保
田
勝
則

第 98 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

静岡県富士市今泉三条315番地
株式会社マイプロテック
代表取締役 久保田勝則

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 146,806
固 定 資 産 360,423
資 産 合 計 507,230

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 169,506
固 定 負 債 306,701
株 主 資 本 31,022
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 15,227
その他利益剰余金 15,227
(うち当期純利益) (9,942)
自 己 株 式 3,750
負債・純資産合計 507,230

第 20 期決算公告 令和８年11月５日
東京都港区六本木三丁目２番１号
Queen Bee Capital株式会社

代表取締役 黄 申波
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 2,195
固 定 資 産 691
資 産 合 計 2,886

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,572
固 定 負 債 918
株 主 資 本 200
資 本 金 303
資 本 剰 余 金 273
資 本 準 備 金 273
利 益 剰 余 金 376
その他利益剰余金 376
(うち当期純損失) (358)

新 株 予 約 権 194
負債・純資産合計 2,886

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
二
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
四
丁
目
一
番
地
一

株
式
会
社
連
コ
ム

代
表
取
締
役

臼
井

俊
之

第 19 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
神戸市中央区港島中町四丁目１番地１

株式会社連コム
代表取締役 臼井 俊之

貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 610
固 定 資 産 1,248
資 産 合 計 1,859

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 18,883
株 主 資 本 17,024
資 本 金 22,000
利 益 剰 余 金 39,024
その他利益剰余金 39,024
(うち当期純利益) (5,620)

負債・純資産合計 1,859

第 26 期決算公告 2026年11月５日
福岡県糟屋郡粕屋町花ヶ浦一丁目13番20号
明神ハイツ102号

株式会社不二越総合保険事務所
代表取締役 唐津 敏徳

貸借対照表の要旨(2026年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 188,727
固 定 資 産 9,103
資 産 合 計 197,831

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 21,432
固 定 負 債 3,124
株 主 資 本 173,274
資 本 金 3,000
資 本 剰 余 金 3,699
その他資本剰余金 3,699
利 益 剰 余 金 166,575
その他利益剰余金 166,575
(うち当期純利益) (20,810)

負債・純資産合計 197,831

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
東京都千代田区麹町五丁目１番地９階成倫税理士法人内

シルバー３特定目的会社
取締役 岡本 哲治

損益計算書の要旨
自 令和７年12月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 76,926
営 業 費 用 112,844
営 業 損 失 35,917
営 業 外 収 益 1,064
経 常 損 失 34,853
税引前当期純損失 34,853
法人税、住民税及び
事業税 693

当 期 純 損 失 35,547

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 4,331,099流 動 負 債 128,396
流 動 資 産 273,435固 定 負 債 2,600,000
その他の資産 340,539 負 債 合 計 2,728,396

社 員 資 本 1,943,242
特 定 資 本 金 100
優 先 資 本 金 1,990,000
剰 余 金 46,857
当期未処理損失 46,857
純資産合計 1,943,242

資 産 合 計 4,671,639負債・純資産合計 4,671,639

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

東京都港区元赤坂一丁目１番７1209号
厚木特定目的会社
取締役 山本 顕三

損益計算書の要旨
自 令和７年８月１日
至 令和８年７月31日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 1,919
営 業 費 用 255,926
営業損失金額 254,007
営 業 外 収 益 817
営 業 外 費 用 
経常損失金額 253,191
特 別 利 益 
特 別 損 失 
税引前当期純損失金
額 253,191
法人税、住民税及び
事業税 1,041
当期純損失金額 254,232
前期繰越損失 97,061
当期未処理損失 351,293

貸借対照表の要旨 (令和８年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
特定資産の部 6,049,028流 動 負 債 102,578
建 物 2,872,171固 定 負 債 3,684,836
建物附属設備 320,200 負 債 合 計 3,787,414
構 築 物 50,600社 員 資 本 2,587,807
機 械 装 置 81,853 特 定 資 本 金 100
工具器具備品 6,101 優 先 資 本 金 2,939,000
減価償却累計額 104,978 剰 余 金 351,293
土 地 2,823,082 当期未処理損失 351,293
その他の資産の部 326,193
流 動 資 産 317,509
固 定 資 産 671
繰 延 資 産 8,013 純資産合計 2,587,807
資 産 合 計 6,375,221負債・純資産合計 6,375,221

第 27 期決算公告 令和８年11月５日
札幌市豊平区福住３条２丁目４番５号

矢崎総業北海道販売株式会社
代表取締役 荒井 康樹

貸借対照表の要旨(令和８年６月20日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,655,315
固 定 資 産 1,031,701
合 計 2,687,017

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 494,709
固 定 負 債 230,321
株 主 資 本 1,961,986
資 本 金 15,000
利 益 剰 余 金 1,946,986
利 益 準 備 金 3,750
その他利益剰余金 1,943,236
(うち当期純利益) (501,599)
合 計 2,687,017

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
、
九
五
〇
万
円
、
資

本
準
備
金
の
額
を
九
、
九
〇
〇
万
円
減
少
し
、
そ
れ

ぞ
れ
一
、
〇
〇
〇
万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
五
丁
目
一
八
番
二
〇
号

株
式
会
社
Ｇ
Ｎ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

中
仮
屋
俊
輔

第 14 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

東京都新宿区新宿五丁目18番20号
株式会社ＧＮコンサルティング

代表取締役 中仮屋俊輔
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 3,240,492
固 定 資 産 6,557,084
資 産 合 計 9,797,576

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 295,762
株 主 資 本 9,501,814
資 本 金 99,500,000
資 本 剰 余 金 99,000,000
資 本 準 備 金 99,000,000
利 益 剰 余 金 188,998,186
その他利益剰余金 188,998,186
(うち当期純損失) (3,350,207)

負債・純資産合計 9,797,576

第 53 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
東京都板橋区新河岸三丁目８番４号

株式会社スタッフ・レント
代表取締役 猪森 大

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 293,943
固 定 資 産 85,701
合 計 379,644

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 129,997
固 定 負 債 53,412
株 主 資 本 196,235
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 176,235
利 益 準 備 金 750
その他利益剰余金 175,485
(うち当期純利益) (11,342)
合 計 379,644

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
四
三
二
三
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
三
三
二
三
万
円
減
少
し
、

そ
れ
ぞ
れ
三
千
万
円
、
零
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
三
番
一
三
号

西
新
宿
水
間
ビ
ル
二
階

ペ
ッ
ト
シ
ェ
ル
ジ
ュ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

木
村

信
哉

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

東京都新宿区西新宿三丁目３番13号
西新宿水間ビル２階

ペットシェルジュ株式会社
代表取締役 木村 信哉

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 10,782,402流 動 負 債 7,227,317
固 定 資 産 22,790,716 負 債 合 計 7,227,317
無形固定資産 22,290,716株 主 資 本 28,178,971
投資その他の資産 500,000 資 本 金 173,230,000
繰 延 資 産 1,833,170 資 本 剰 余 金 133,230,000

資 本 準 備 金 133,230,000
利 益 剰 余 金 278,281,029
その他利益剰余金 278,281,029
(うち当期純損失) (47,214,753)
純資産合計 28,178,971

資 産 合 計 35,406,288負債・純資産合計 35,406,288

資金決済に関する法律第二十条第一項に基づく前払式支払手段の払戻しの公告
資金決済に関する法律第20条第１項に基づき、未使用の前払式支払手段を保有されるお客様に次のとおり払戻
しを行いますので、申出期間内に申出をお願いいたします。
１．払戻しを行う前払式支払手段発行者の商号 株式会社小田急リゾーツ
２．払戻しの対象となる前払式支払手段の種類
小田急ホテルズアンドリゾーツご利用券（1,000円）
センチュリーハイアット東京ご利用券（旧券）（1,000円）
センチュリーハイアット東京ご利用券（旧券）（500円）

３．払戻しの申出期間 2026年11月５日00時00分から2027年２月８日23時59分まで
当該期間内に申出をしなかった前払式支払手段の保有者は、当該払戻しの手続きから除斥されますのでご注
意願います。
４．申出及び払戻しの方法 当社ホームページより申請書をダウンロードし必要事項※１をご記入のうえ、上記
２のご利用券を添えて下記までご郵送ください（2027年２月８日消印有効）。確認後、ご指定の銀行口座に払
戻金を振り込みます（郵送料及び振込手数料は当社負担）。
※１必要事項：申込日、氏名、住所、電話番号、払戻情報（券種・枚数・金額）、振込口座情報（金融機関名、
口座種別、口座番号、口座名義）

５．お問い合わせ先 〒2500011 神奈川県小田原市栄町二丁目７番25号２階 電話番号：0465241230
株式会社小田急リゾーツ 経営管理本部総務担当 https://www.odakyu-hotel.co.jp/

2026 年 11 月５日 株式会社小田急リゾーツ

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 22 期決算公告 令和８年11月５日
東京都新宿区西新宿六丁目24番１号
西新宿三井ビルディング５階

ウォッチニアン株式会社
代表取締役 髙妻 寛樹

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 22,649
固 定 資 産 1,943
合 計 24,592

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 19,164
(うち賞与引当金) (92)
固 定 負 債 757
株 主 資 本 4,671
資 本 金 80
利 益 剰 余 金 4,591
利 益 準 備 金 1
その他利益剰余金 4,589
(うち当期純損失) (724)
合 計 24,592

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
百
万
円
減
少
し
八
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

横
浜
市
都
筑
区
高
山
一
番
三
七

六
〇
二
号

株
式
会
社
オ
ー
エ
イ

代
表
取
締
役

大
久
保
さ
つ
き

第 40 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

横浜市都筑区高山１番37602号
株式会社オーエイ

代表取締役 大久保さつき
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 265,307
固 定 資 産 310,006
資 産 合 計 575,314

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,340
固 定 負 債 1,978
株 主 資 本 571,995
資 本 金 88,000
資 本 剰 余 金 91,665
資 本 準 備 金 91,665
利 益 剰 余 金 392,330
その他利益剰余金 392,330
(うち当期純利益) (4,560)

負債・純資産合計 575,314

第 25 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

東京都台東区上野六丁目３番１号
株式会社クォーク

代表取締役 福原健太郎
貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 13,849
固 定 資 産 4,219
合 計 18,068

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,979
(うち賞与引当金) (76)
固 定 負 債 112
株 主 資 本 7,976
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 7,966
その他利益剰余金 7,966
(うち当期純利益) (1,385)
合 計 18,068

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

東京都新宿区西新宿六丁目24番１号
西新宿三井ビルディング５階
ウォッチニアングループ株式会社

代表取締役 髙妻 寛樹

損益計算書の要旨
自 令和７年８月１日
至 令和８年７月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 収 益 2,100
売 上 総 利 益 2,100
販売費及び一般管理
費 1,418
営 業 利 益 681
営 業 外 収 益 468
営 業 外 費 用 973
経 常 利 益 176
税引前当期純利益 176
法人税、住民税及び
事業税 59

法人税等調整額  18
当 期 純 利 益 135

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 28,363 流 動 負 債 30,072
固 定 資 産 28,274 (うち賞与引当金) (71)

固 定 負 債 11,081
株 主 資 本 15,483
資 本 金 80
資 本 剰 余 金 14,471
資 本 準 備 金 7,275
その他資本剰余金 7,195
利 益 剰 余 金 932
その他利益剰余金 932
新 株 予 約 権 0

資 産 合 計 56,637 負債・純資産合計 56,637

第４期決算公告 令和８年11月５日
東京都千代田区大手町二丁目２番１号

株式会社ｅｓａ
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 268,082,354
固 定 資 産 96,640,304
資 産 合 計 364,722,658

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 41,064,384
賞 与 引 当 金 1,579,200
固 定 負 債 27,710,000
株 主 資 本 295,948,274
資 本 金 30,000,000
資 本 剰 余 金 927,002,400
資 本 準 備 金 463,501,200
その他資本剰余金 463,501,200
利 益 剰 余 金 661,054,126
その他利益剰余金 661,054,126
(うち当期純損失) (220,278,523)

負債・純資産合計 364,722,658

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
七
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

横
浜
市
神
奈
川
区
金
港
町
七
番
地
三

ブ
ラ
ウ
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

拔
井

淳
一

令和７年度決算公告
令和８年 11 月５日

横浜市神奈川区金港町７番地３
ブラウデザイン株式会社
代表取締役 拔井 淳一

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 6,868,789
固 定 資 産 1,350,000
合 計 8,218,789

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11,986,953
固 定 負 債 10,675,587
株 主 資 本 14,443,751
資 本 金 30,000,000
利 益 剰 余 金 44,443,751
その他利益剰余金 44,443,751
(うち当期純損失) (3,169,294)
合 計 8,218,789

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

兵
庫
県
加
古
川
市
東
神
吉
町
砂
部
二
七
五
番

地
の
一（

甲
）
阪
神
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
井

雄
基

岡
山
県
岡
山
市
中
区
海
吉
一
八
二
八
番
地

（
乙
）
東
山
陽
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
田

昇
三

第 63 期決算公告 令和８年11月５日
兵庫県加古川市東神吉町砂部275番地の１

阪神スリーボンド株式会社
代表取締役 藤井 雄基

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 538,247
固 定 資 産 134,020
資 産 合 計 672,267

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 178,097
役員賞与引当金 9,009
固 定 負 債 19,903
役員退職慰労引当金 19,903
株 主 資 本 474,266
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 454,266
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 449,266
(うち当期純利益) (52,507)

負債・純資産合計 672,267

第 53 期決算公告 令和８年11月５日
岡山県岡山市中区海吉1828番地
東山陽スリーボンド株式会社
代表取締役 武田 昇三

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 200,457
固 定 資 産 52,479
資 産 合 計 252,936

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 61,303
固 定 負 債 0
株 主 資 本 191,633
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 171,633
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 166,633
(うち当期純利益) (33,832)

負債・純資産合計 252,936

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 41 期 決 算 公 告

令和８年 11 月５日

東京都千代田区有楽町二丁目７番１号

有楽町イトシア12階

マイシスインターナショナル

バンキングシステムズ株式会社

代表取締役 李 楠

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 5,643,480
固 定 資 産 10,631,417

合 計 16,274,897

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 8,801,338
賞 与 引 当 金 3,010
有給休暇引当金 30
リストラ引当金 0
固 定 負 債 0
株 主 資 本 7,473,559
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 90,000
資 本 準 備 金 90,000
利 益 剰 余 金 7,283,559
利 益 準 備 金 100
その他利益剰余金 7,283,459
(うち当期純利益) (2,614,852)

合 計 16,274,897

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
九
千
七
百
六
十
八

万
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
九
千
七
百
六
十
八

万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
百
万
円
、
〇
円
と
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

大
阪
府
高
槻
市
上
田
辺
町
一
九
番
八
号

ガ
イ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役

前
田

幸
治

第 25 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

大阪府高槻市上田辺町19番８号
ガイア株式会社

代表取締役 前田 幸治
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 1,162
固 定 資 産 4,720
合 計 5,883

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 709
固 定 負 債 3,034
株 主 資 本 2,139
資 本 金 11
利 益 剰 余 金 2,128
その他利益剰余金 2,128
(うち当期純利益) (102)
合 計 5,883

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
千
四
百
七
十
三
万
千

円
減
少
し
百
七
十
一
万
九
千
円
と
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

兵
庫
県
伊
丹
市
山
田
三
丁
目
一
二
番
五
号

株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
企
画

代
表
取
締
役

吉
田

良
徳

第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

兵庫県伊丹市山田三丁目12番５号
株式会社ドリーム企画
代表取締役 吉田 良徳

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 30,713
固 定 資 産 56,074
合 計 86,787

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 28,982
固 定 負 債 41,582
株 主 資 本 16,222
資 本 金 86,450
利 益 剰 余 金 70,227
利 益 準 備 金 29
その他利益剰余金 70,257
(うち当期純利益) (9,155)
合 計 86,787

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

東京都千代田区丸の内一丁目１番１号パレスビル５階
株式会社ＢＣＪ－69
代表取締役 杉本 勇次

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 6 流 動 負 債 251
固 定 資 産 16,416 固 定 負 債 9,818

株 主 資 本 6,326
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 9,062
資 本 準 備 金 25
その他資本剰余金 9,037
利 益 剰 余 金 2,835
その他利益剰余金 2,835
(うち当期純損失) (882)
新 株 予 約 権 25

資 産 合 計 16,423 負債・純資産合計 16,423

第 ７ 期 決 算 公 告
2026 年 11 月５日 沖縄県浦添市前田三丁目15番10号

株式会社シンク・ネイチャー
代表取締役 久保田康裕

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(2026年７月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 604,991,462 流 動 負 債 80,558,835
固 定 資 産 23,560,464 固 定 負 債 80,454,017

株 主 資 本 440,809,074
資 本 金 100,000,000
資 本 剰 余 金 380,188,456
資 本 準 備 金 239,944,228
その他資本剰余金 140,244,228
利 益 剰 余 金 39,379,382
その他利益剰余金 39,379,382
(うち当期純損失) (66,687,737)
新 株 予 約 権 26,730,000

資 産 合 計 628,551,926 負債・純資産合計 628,551,926

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
両
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

沖
縄
県
石
垣
市
字
真
栄
里
三
〇
七
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役

大
底
英
一
郎

沖
縄
県
石
垣
市
字
真
栄
里
三
〇
七
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

代
表
取
締
役

大
底
英
一
郎

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

沖縄県石垣市字真栄里307番地１
株式会社ドリームファーム

代表取締役 大底英一郎
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 8,868,746
固 定 資 産 38,634,000
資 産 合 計 47,502,746

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 50,901,904
株 主 資 本 3,399,158
資 本 金 1,500,000
利 益 剰 余 金 4,899,158
繰越利益剰余金 4,899,158
(うち当期純損失) (4,635,013)

負債・純資産合計 47,502,746

第 12 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日

沖縄県石垣市字真栄里307番地の１
株式会社ＭＩＲＡＩ
代表取締役 大底英一郎

貸借対照表の要旨
(令和８年４月30日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 31,993,302
固 定 資 産 1,855,573
資 産 合 計 33,848,875

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 56,750,000
株 主 資 本 22,901,125
資 本 金 1,700,000
利 益 剰 余 金 24,601,125
繰越利益剰余金 24,601,125
(うち当期純利益) (11,216,556)

負債・純資産合計 33,848,875

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
福
祉
用

品
・
清
掃
用
品
・
ベ
ビ
ー
用
品
の
貸
与
、
清
掃
及
び

家
事
代
行
を
含
む
一
般
消
費
者
向
け
の
事
業
に
関
す

る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
十
一
条
西
十
八
丁

目
二
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

代
表
取
締
役

干
場

正
吉

北
海
道
岩
内
郡
共
和
町
梨
野
舞
納
二
番
地
の

一
一
九

（
乙
）
株
式
会
社
ダ
ス
キ
ン
岩
内

代
表
取
締
役

干
場

正
吉

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
北海道札幌市中央区南十一条西十八丁目
２番１号

株式会社ＰＥＡＣＥ
代表取締役 干場 正吉

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,405
固 定 資 産 10,200
合 計 11,605

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,414
固 定 負 債 4,920
株 主 資 本 5,270
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 4,270
その他利益剰余金 4,270
(うち当期純利益) (6,408)
合 計 11,605

第 55 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
北海道岩内郡共和町梨野舞納２番地の119

株式会社ダスキン岩内
代表取締役 干場 正吉

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 47,610
固 定 資 産 23,442
繰 延 資 産 750
合 計 71,802

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 23,479
固 定 負 債 7,526
株 主 資 本 40,797
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 30,797
その他利益剰余金 30,797
(うち当期純利益) (3,739)
合 計 71,802

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
及
び
丁
の
権

利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
及
び
丁
は

解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
両
社

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
月
十
五
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

青
森
県
弘
前
市
大
字
石
川
字
泉
田
三
一
番
地
一

（
甲
）
日
興
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
上

博
明

青
森
県
弘
前
市
大
字
石
川
字
泉
田
三
一
番
地
一

（
乙
）
日
興
運
輸
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
上

博
明

青
森
県
弘
前
市
大
字
石
川
字
泉
田
三
一
番
地
一

（
丙
）
株
式
会
社
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

三
上

博
明

青
森
県
黒
石
市
大
字
浅
瀬
石
字
扇
田
四
三
九
番

地
一

（
丁
）
興
要
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
上

博
明

第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
青森県弘前市大字石川字泉田31番地１

日興運輸グループ株式会社
代表取締役 三上 博明

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 3,046
固 定 資 産 469,564
合 計 472,610

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 238,301
株 主 資 本 234,309
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 39,164
その他利益剰余金 39,164
(うち当期純利益) (173)
合 計 472,610

第 46 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
青森県弘前市大字石川字泉田31番地１

株式会社サポートシステム
代表取締役 三上 博明

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 111,615
固 定 資 産 14,786
合 計 126,402

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 84,725
固 定 負 債 9,660
株 主 資 本 32,017
資 本 金 7,000
利 益 剰 余 金 23,017
その他利益剰余金 23,017
(うち当期純利益) (954)
合 計 126,402

第 51 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
青森県弘前市大字石川字泉田31番地１

日興運輸株式会社
代表取締役 三上 博明

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 1,068,601
固 定 資 産 2,457,214
合 計 3,525,815

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,018,520
固 定 負 債 2,293,986
株 主 資 本 213,309
資 本 金 36,000
利 益 剰 余 金 157,387
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 154,887
(うち当期純利益) (52,971)
合 計 3,525,815

第 46 期 決 算 公 告
令和８年 11 月５日
青森県黒石市大字浅瀬石字扇田439番地１

興要運輸株式会社
代表取締役 三上 博明

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 41,852
固 定 資 産 575
合 計 42,427

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 30,695
株 主 資 本 11,731
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 6,731
その他利益剰余金 6,731
(うち当期純利益) (1,006)
合 計 42,427

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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